
集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

六
一

集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化

岡　
　

田　
　

俊　
　

幸

Ⅰ　

は
じ
め
に

Ⅱ　

九
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
・
学
説

Ⅲ　

二
〇
〇
一
年
七
月
一
二
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
第
一
部
会
決
定

Ⅳ　

二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決

Ⅴ　

判
例
の
整
理
と
今
後
の
課
題

Ⅵ　

結
び
に
代
え
て

論　

説

（
五
七
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

六
二

Ⅰ　

は
じ
め
に

法
学
セ
ミ
ナ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
あ
る
対
談
の
中
で
、
山
本
龍
彦
は
、「
反
原
発
デ
モ
と
し
て
、
若
者
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
『
サ
ウ

ン
ド
デ
モ
』
な
ど
は
、
サ
ウ
ン
ド
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
大
音
量
で
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
系
や
パ
ン
ク
系
の
音
楽
を
流
し
た
り
、
楽

器
を
弾
い
た
り
、
六
〇
年
代
の
デ
モ
と
は
違
っ
た
祝
祭
性
が
顕
著
に
出
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
『
音
』
に
よ
る
身
体

的
・
感
覚
的
な
集
合
的
沸
騰
を
『
デ
モ
』
と
呼
ん
で
よ
い
の
か
、
そ
れ
は
憲
法
二
一
条
が
保
護
す
べ
き
表
現
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
誰
も

が
気
楽
に
〝
乗
れ
る
〞
現
代
的
な
真
正
の
│
デ
モ
ス
・
ク
ラ
ス
ト
み
な
ぎ
る
│
表
現
活
動
な
の
か
、『
集
団
行
動
の
自
由
』
を
再
検
討
す

る
な
か
で
、
憲
法
学
的
に
も
し
っ
か
り
議
論
す
べ
き
時
が
来
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
（
…
…
）。」
と
発
言
し
て
い
る

（
1
）

。
筆
者
は
、
山

本
の
発
言
を
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
異
論
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
こ
で
、
山
本
の
問
題
提
起
を
筆
者
な
り
に
受
け

止
め
る
と
、
山
本
が
指
摘
し
た
問
題
を
「『
集
団
行
動
の
自
由
』
を
再
検
討
す
る
な
か
で
、
憲
法
学
的
に
も
し
っ
か
り
議
論
す
」
る
た
め

に
は
、「
サ
ウ
ン
ド
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
大
音
量
で
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
系
や
パ
ン
ク
系
の
音
楽
を
流
し
た
り
、
楽
器
を
弾
い
た

り
」
す
る
な
ど
の
「『
音
』
に
よ
る
身
体
的
・
感
覚
的
な
集
合
的
沸
騰
」
が
は
た
し
て
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
「
集
会
」
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
点
が
何
よ
り
も
ま
ず
重
要
で
あ
り
、
こ
の
問
題
点
を
何
よ
り
も
ま
ず
「
し
っ
か
り
議
論
す
べ
き
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
、
こ
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
①
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
「
集
会
」
の
概
念
を
定
義
し
、
そ

し
て
、
つ
ぎ
に
、
②
い
わ
ゆ
る
「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」、
あ
る
い
は
「『
音
』
に
よ
る
身
体
的
・
感
覚
的
な
集
合
的
沸
騰
」
が
「
集
会
」
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
を
個
別
具
体
的
事
案
に
即
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、

現
在
の
筆
者
に
は
、
上
記
の
問
題
点
に
つ
い
て
│
自
ら
指
摘
し
て
お
き
な
が
ら
恐
縮
で
あ
る
が
│
、
自
ら
の
見
解
を
開
陳
す
る
準
備
も
能

（
五
七
九
）
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三

力
も
な
い
こ
と
を
正
直
に
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
山
本
が
指
摘
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
に
お
い
て
す
で
に
九
〇
年
代
か
ら
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
て
お
り
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
判
例
・
学
説
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
」
と
い

う
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
、
ド
イ
ツ
人
研
究
者
の
あ
る
論
文
の
タ
イ
ト
ル

（
2
）

を
拝
借
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
現
在
の
ド
イ

ツ
に
お
い
て
集
会
の
自
由
が
直
面
し
て
い
る
問
題
状
況
の
一
つ
の
側
面
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・

学
説
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
・
検
討
し
、
山
本
が
指
摘
し
た
問
題
を
こ
れ
か
ら
「『
集
団
行
動
の
自
由
』
を
再
検
討
す
る
な
か
で
、
憲

法
学
的
に
も
し
っ
か
り
議
論
す
」
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
基
礎
的
参
考
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

さ
て
、
基
本
法
八
条
の
規
定
す
る
「
集
会
の
自
由
」
に
含
ま
れ
る
多
く
の
解
釈
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
自
ら
の
見
解
を
示
し
、「
集
会

の
自
由
の
教
科
書

（
3
）

」
と
も
評
さ
れ
て
い
る
一
九
八
五
年
五
月
一
四
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
決
定

（
4
）（

ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
）
に
お
い

て
も
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
の
概
念
は
必
ず
し
も
明
確
に
定
義
さ
れ
な
か
っ
た

（
5
）

。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
二
〇
〇
一
年
一
〇

月
二
四
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
決
定
（
以
下
、「
〇
一
年
決
定
」
と
い
う
。）
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
二
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一

法
廷
第
一
部
会
決
定
（
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
決
定
。
以
下
、「
〇
一
年
部
会
決
定
」
と
い
う
。）
の
示
し
た
「
集
会
」
の
定
義

（
6
）

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け

入
れ
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
と
は
「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
目
的
と
す
る
一
定

の
場
所
に
お
け
る
多
数
人
の
会
合
」
を
言
う
と
判
示
し
た

（
7
）

。
〇
一
年
決
定
は
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
の
概
念
を
明
示
的
に
示
し
た
点

に
お
い
て
極
め
て
注
目
に
値
す
る
が
、
〇
一
年
決
定
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
「
集
会
」
の
概
念
の
特
徴
は
、
憲
法
上
の

「
集
会
」
が
成
立
す
る
た
め
に
必
要
な
集
会
の
「
目
的
」
を
「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
表
明
」
に

限
定
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
〇
一
年
決
定
が
出
さ
れ
た
当
時
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
の
概
念
に
関
す
る
諸
学
説
は
①
狭
義
説
、
②
修

（
五
八
〇
）
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六
四

正
狭
義
説
及
び
③
広
義
説
に
分
か
れ
、
鋭
く
対
立
し
て
い
た
。
憲
法
上
の
「
集
会
」
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、「
一
定
の
場
所
に
お
け
る

多
数
人
の
会
合
」
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、「
共
通
の
目
的
を
追
求
し
て
い
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
が
、
学
説
の
対
立
は

後
者
の
要
件
に
か
か
わ
る
。
大
雑
把
に
言
え
ば
、
狭
義
説
は
、
追
求
さ
れ
る
目
的
の
内
容
を
公
共
的
事
項
に
関
す
る
集
団
的
な
意
見
形
成

及
び
意
見
表
明
に
限
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
修
正
狭
義
説
は
、
追
求
さ
れ
る
目
的
の
内
容
は
集
団
的
な
意
見
形
成
・
意
見
表
明
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、「
公
共
的
事
項
」
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、「
私
的
事
項
」
に
関
す
る
集
団
的
な
意
見
形
成
・
意

見
表
明
に
ま
で
集
会
の
概
念
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
広
義
説
は
、
集
会
の
目
的
に
一
定
の
内
容
を
求
め
る
こ
と
は

放
棄
す
べ
き
で
あ
り
、「
何
ら
か
の
任
意
の
目
的
」
で
足
り
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
〇
一
年
決
定
（
及
び
〇
一
年
部
会
決
定
）
の
意
義
は
、

基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
概
念
に
つ
い
て
学
説
が
鋭
く
対
立
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
当
時
必
ず
し
も
多
く
の
支

持
者
を
得
て
い
な
か
っ
た
狭
義
説
（
又
は
狭
義
説
に
か
な
り
近
い
立
場
）
を
採
用
し
た
点
に
あ
る

（
8
）

。

筆
者
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
解
釈
は
、
学
説
に
お
い
て
│
少
な
く
と
も
主
要
な
教
科
書
や
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
限
っ
て
言
え

ば
│
必
ず
し
も
受
け
入
れ
て
お
ら
ず
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
自
ら
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
批
判
し
て
広
義

説
の
立
場
を
敢
え
て
採
る
学
説
が
存
外
に
多
い
と
い
う
印
象
を
抱
い
て
い
る

（
9
）

が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た

「
集
会
」
の
概
念
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
つ
ぎ
に
、
あ
る
行
事
が
憲
法
上
の
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
の
判
断
に
際
し
て
は
、
あ
る
行
事
が
「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明

を
目
的
と
す
る
」
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
決
定
的
に
重
要
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
判
断
が
必
ず
し
も

容
易
で
は
な
い
こ
と
に
も
疑
い
の
余
地
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
実
務
に
お
い
て
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な

る
行
事
に
お
い
て
は
、
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
何
ら
か
の
意
見
表
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
上
記
の

（
五
八
一
）
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六
五

「
目
的
」
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
否
か
の
判
断
は
極
め
て
微
妙
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
筆
者
は
、
連

邦
憲
法
裁
判
所
が
〇
一
年
決
定
（
及
び
〇
一
年
部
会
決
定
）
で
示
し
た
「
集
会
」
の
概
念
を
│
こ
れ
を
支
持
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
│

前
提
と
し
た
場
合
に
、
そ
れ
で
は
、
あ
る
行
事
が
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

現
在
大
い
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
〇
一
年
部
会
決
定
は
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
の
概
念

を
示
し
た
点
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
あ
る
行
事
が
憲
法
上
の
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
方
法
を
示

し
て
い
る
点
に
お
い
て
も
注
目
に
値
す
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決

（
10
）

（
以
下
、「
〇
七
年
判
決
」
と
い
う
。）
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
〇
一
年
部
会
決
定
に
お
い
て
示
し
た
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
を
さ
ら
に
精

密
化
し
た
判
断
方
法
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
七

年
判
決
を
紹
介
・
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
、
〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
七
年
判
決
の
言
わ
ば
前
史
を
形
成
し
て
い
る
九
〇
年
代

の
判
例
・
学
説
を
簡
単
に
紹
介
し
た
（
Ⅱ
）
後
、
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
と
い
う
見
地
か
ら
〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
七
年
判
決
を
多

少
と
も
詳
し
く
紹
介
す
る
作
業
を
行
う
（
Ⅲ
及
び
Ⅳ
）。
上
記
の
作
業
の
後
、
判
例
の
考
え
方
に
つ
い
て
一
定
の
整
理
を
施
し
た
上
で
、
今

後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
問
題
点
を
確
認
す
る
（
Ⅴ
）。
最
後
に
、
結
び
に
代
え
て
、
山
本
の
問
題
提
起
に
対
し
て
若
干
の
感
想

を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
（
Ⅵ
）。

Ⅱ　

九
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
・
学
説

（
一
）　

九
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
」
と
ハ
ノ
ー

（
五
八
二
）
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六
六

フ
ァ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
（C

haos-T
age

）」
が
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題

で
あ
っ
た
。「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
」
と
は
、
外
観
と
型
破
り
の
行
動
に
よ
っ
て
意
識
的
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
を
挑
発
し
よ
う
と
す
る
、
パ

ン
ク
・
シ
ー
ン
に
属
す
る
人
々
の
大
規
模
な
集
ま
り
で
あ
る

（
11
）

。
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
行
政
裁
判
所
は
、
一
九
九
七
年
七
月
三
〇
日
の
決
定

（
12
）

に
お

い
て
、「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
一
九
九
六
」
の
禁
止
の
適
法
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
が
、
そ
の
際
に
、「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
一
九
九
六
」
を
基

本
法
八
条
及
び
集
会
法
一
五
条
の
意
味
に
お
け
る
集
会
に
該
当
す
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
集
会
の
概
念
に
つ
い
て
連
邦

憲
法
裁
判
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
を
引
用
し
つ
つ

（
13
）

、
少
な
く
と
も
大
多
数
の
参
加
者
が
「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
一
九
九
六
」
へ
の
参
加

と
、「
共
同
で
統
率
さ
れ
た
多
数
の
行
動
に
よ
っ
て
生
活
又
は
共
同
生
活
に
関
す
る
自
己
の
見
解
を
表
す
」
意
図
を
結
び
付
け
て
い
る
こ

と
に
疑
い
の
余
地
は
な
く
、
さ
ら
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
参
加
者
の
間
で
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
は
、「
挑
発
的
な
行
動
に
よ
っ
て

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
秩
序
観
念
を
疑
問
視
す
る
」
と
い
う
参
加
者
を
結
び
付
け
る
意
思
に
変
更
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
た

（
14
）

。

ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
と
は
、
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
は
ベ
ル
リ
ン
で
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
は
他
の
都
市
で
毎

年
（
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
五
年
及
び
二
〇
〇
九
年
を
除
く
。）
開
催
さ
れ
て
い
た
テ
ク
ノ
・
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。
第
一
回
の
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
、

一
九
八
九
年
の
夏
に
、
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
の
ド
ク
タ
ー
・
モ
ッ
テ
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
は

一
五
〇
人
が
三
台
の
ト
ラ
ッ
ク
の
周
り
で
ダ
ン
ス
を
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
爆
発
的
に
増
加
し
、
一
九
九
九
年
の

ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
は
一
五
〇
万
人
が
参
加
し
た
と
さ
れ
て
い
る

（
15
）

。
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
大
規
模
化
に
伴
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
市
民
の
中
か
ら
騒

音
な
ど
の
住
環
境
の
悪
化
や
自
然
環
境
の
破
壊
を
危
惧
す
る
声
も
大
き
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
七
年
の
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
あ
る
自
然
保
護
団
体
が
、
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
の
緑
地
帯
の
自
然
が
著
し
い
損
傷
に
受
け
る
こ
と
を
危
惧
し
て
こ
れ
に
反
対
し
、

テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
の
ヘ
ン
デ
ル
ア
レ
ー
に
居
住
し
て
い
る
少
女
が
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
が
予
定
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
る
と
、
騒
音
に
よ
っ

（
五
八
三
）
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六
七

て
健
康
が
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
反
対
し
た

（
16
）

。
そ
し
て
、
自
然
保
護
団
体
と
少
女
は
、
一
九
九
七
年
七
月
一
二
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
主
催
者
及
び
参
加
者
に
対
し
て
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ロ
イ
タ
ー
広
場
か
ら
グ
ロ
ー
サ
ー
・
シ
ュ
テ
ル
ン
を
経
由
し
て

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
門
（
パ
リ
広
場
）
ま
で
行
き
、
再
び
グ
ロ
ー
サ
ー
・
シ
ュ
テ
ル
ン
に
戻
り
、
そ
こ
で
閉
会
の
行
事
を
開
催
す
る
こ
と

の
禁
止
を
仮
命
令
の
方
法
に
よ
り
警
察
署
長
に
義
務
付
け
る
こ
と
を
求
め
て
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
行

政
裁
判
所
は
、
一
九
九
七
年
六
月
二
四
日
の
決
定

（
17
）

に
お
い
て
訴
え
を
斥
け
た
が
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
が
憲
法
上
の
「
集
会
」
に
当
た
る
か
ど

う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
判
断
を
示
さ
な
か
っ
た

（
18
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
九
八
年
七
月
九
日
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
決
定

（
19
）

は
、
ラ
ブ

パ
レ
ー
ド
は
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
に
該
当
す
る
と
の
判
断
を
示
し
た
点
で
注
目
に
値
す
る
。
同
決
定
は
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
が
、

一
九
九
八
年
五
月
一
八
日
の
通
知
に
お
い
て
、
一
九
九
八
年
の
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
主
催
者
に
対
し
て
、
道
路
沿
い
に
五
〇
メ
ー
ト
ル
間
隔

で
ゴ
ミ
箱
を
設
置
す
る
と
い
う
条
件
を
付
し
た
と
こ
ろ
、
主
催
者
が
、
異
議
申
立
て
の
延
期
効
果
の
回
復
を
求
め
て
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判

所
に
訴
え
を
提
起
し
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
原
告
の
訴
え
を
理
由
が
な
い
と
し
て
斥
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所

は
、
同
決
定
に
お
い
て
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
、「
も
っ
ぱ
ら
参
加
者
の
楽
し
み
と
…
原
告
の
金
銭
的
利
益
に
役
立
つ
行
事
」
で
、「
官
庁
の

裁
量
の
下
に
あ
る
道
路
法
上
の
特
別
利
用
許
可
を
要
す
る
も
の
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
法
的
に
は
、「
基
本
法
八
条
に
基
づ
く
基
本
権

の
特
別
の
保
護
を
受
け
る
集
会
」
で
あ
る
と
説
示
し
た
。
そ
の
後
、
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
及
び
ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
は
、

一
九
九
九
年
の
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
関
連
し
た
事
案
に
つ
い
て
決
定
を
下
し
て
い
る
が
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
が
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
判
断
を
示
し
て
は
い
な
い

（
20
）

。

な
お
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
会
場
を
ベ
ル
リ
ン
か
ら
他
の
都
市
に
移
し
て
開
催
さ
れ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
七
月

二
四
日
に
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
お
い
て
大
惨
事
が
あ
り
、
そ
の
後
、
中
止
さ
れ
て
い
る
。（

五
八
四
）
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六
八

（
二
）　

以
上
の
叙
述
に
よ
っ
て
、
九
〇
年
代
に
お
け
る
判
例
の
動
向
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に
学
説
に
目
を
向
け
よ

う
。
デ
ー
ガ
ー
（Johannes D

eger

）
は
、
一
九
九
七
年
の
論
文
で
、
集
会
の
概
念
に
つ
い
て
狭
義
説
又
は
修
正
狭
義
説
を
採
り
つ
つ

（
21
）

、

「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
」
も
「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
」
も
基
本
法
八
条
の
意
味
の
集
会
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
デ
ー
ガ
ー
は
、
次
の
よ
う

に
説
い
て
い
る
。
上
記
の
二
つ
の
行
事
は
、
一
定
の
生
活
様
式
、
生
活
方
法
又
は
人
生
の
楽
し
み
を
儀
式
的
に
行
う
点
に
お
い
て
共
通
し

て
お
り
、
こ
の
点
が
基
本
法
八
条
の
集
会
の
成
立
要
件
の
一
つ
で
あ
る
「
意
見
表
明
」
と
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
上
記
の
行
事
に

お
い
て
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
正
し
い
生
活
様
式
や
生
活
方
法
に
関
す
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
意
見
形
成
又
は
意
見
表
明
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
の
生
活
方
法
の
直
接
的
「
実
現
」
で
あ
る
。
参
加
者
は
、
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
そ
の
思
想
を
宣
伝
し
た
り
社
会
の
現
状
を
批
判

し
た
り
す
る
た
め
に
利
用
し
て
い
な
い
。
参
加
者
は
、「
正
し
い
」
生
活
方
法
、
つ
ま
り
、
追
求
し
て
い
る
「
生
き
る
喜
び
」
を
直
接
的

に
招
来
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
基
本
法
八
条
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
基
本
法
八
条
は
、
能
動
的
か
つ
集
団
的
に
公
共
の
意

見
形
成
過
程
及
び
意
思
形
成
過
程
に
関
与
す
る
市
民
の
権
利
を
保
護
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、「
政
党
国
家
及
び
団
体
国
家
」
に
お
い

て
、
集
会
の
自
由
の
行
使
に
よ
る
「
集
団
的
影
響
力
行
使
」
は
市
民
の
手
に
残
さ
れ
る
。
こ
の
影
響
力
行
使
の
た
め
に
許
可
を
得
る
こ
と

な
く
公
道
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
影
響
力
行
使
の
可
能
性
が
と
く
に
保
護
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
主
張
し
て
い
る
見

解
の
「
実
現
」
は
保
護
さ
れ
な
い
。
最
近
の
「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
」
に
お
い
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
秩
序
観
念
や
暮
ら
し
方
に
対
す
る
批

判
は
、
た
ん
に
独
自
の
暮
ら
し
方
を
数
日
に
わ
た
っ
て
公
道
上
で
直
接
的
に
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
一
九
九
六
」
が
「w

e are one fam
ily

」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
テ
ク
ノ
・

パ
レ
ー
ド
は
何
ら
か
の
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
て
き
て
い
る
が
、
法
的
に
決
定
的
で
あ
る
の
は
主
催
者
に
よ
る
表
示
で
は
な
く
、
当
該
集
会
の

「
真
の
性
格
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
「
集
団
的
な
生
き
る
喜
び
」
で
あ
っ
て
、「
集
団
的
な
意
見
表
明
」
で
は
な
い
。「
ラ
ブ
パ
レ
ー

（
五
八
五
）
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六
九

ド
」
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
生
き
る
喜
び
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、「w
e are one fam

ily

」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ダ
ン
ス

に
尽
き
て
い
る
。
そ
れ
故
、
上
記
の
よ
う
な
テ
ク
ノ
・
パ
レ
ー
ド
は
、「
営
利
的
性
格
」
が
優
越
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
詳
し
く
点
検
す

る
ま
で
も
な
く
、
上
記
の
理
由
か
ら
法
的
意
味
で
の
集
会
で
は
な
い
、
と

（
22
）

。
な
お
、
デ
ー
ガ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
行
事
は
警
察

法
、
道
路
法
、
建
築
法
と
い
っ
た
一
般
の
法
律
に
服
し
、
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
は
、
公
共
の
秩
序
に
対
す
る
危
険
が
差
し
迫
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
警
察
法
又
は
秩
序
法
上
の
一
般
条
項
に
基
づ
い
て
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
集
会
法
一
五
条
を
根
拠
と
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、

テ
ク
ノ
・
パ
レ
ー
ド
は
道
路
交
通
規
則
に
基
づ
く
許
可
を
要
す
る
行
事
で
あ
り
、
使
用
す
る
車
両
は
建
築
法
規
に
基
づ
く
建
築
上
の
設
備

で
あ
る

（
23
）

。

（
三
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
（A

nna D
eutelm

oser

）
は
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

目
標
と
し
て
い
る
共
同
の
発
展
」
を
目
的
と
す
る
多
数
人
の
あ
ら
ゆ
る
会
合
と
解
釈
し
つ
つ

（
24
）

、「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
」
と
「
ラ
ブ
パ
レ
ー

ド
」
は
「
集
会
」
に
当
た
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
ま
ず
、
一
九
九
七
年
七
月
三
〇

日
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
行
政
裁
判
所
決
定
の
理
由
付
け
を
前
提
と
し
て
判
断
す
る
と
、
か
り
に
修
正
狭
義
説
を
採
っ
た
と
し
て
も
、
カ
オ
ス
・

タ
ー
ゲ
は
集
会
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
人
々
が
た
ん
に
一
定
の
場
所
に
お
け
る
身
体
的
存
在
と
服
装
の
選
択
に
よ
っ
て
見
解
を
表
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
、
パ
ン
ク
の
人
々
も
、
自
分
た
ち
は
社
会
的
共
同
生
活
に
関
し
て
、
と
く
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
秩
序
観
念

に
関
連
し
て
、
自
分
た
ち
以
外
の
社
会
に
対
抗
す
る
見
解
を
有
し
て
い
る
と
の
自
ら
の
意
見
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
集
団
的
意

見
表
明
と
言
え
る
た
め
に
は
こ
れ
で
十
分
で
あ
っ
て
、
表
明
さ
れ
た
意
見
の
価
値
は
憲
法
上
の
保
護
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
ま
た
、
広
義

説
に
よ
る
と
、「
世
界
平
和
の
た
め
の
ダ
ン
ス
を
」
は
行
事
参
加
者
の
共
通
の
目
的
と
し
て
十
分
で
あ
る
か
ら
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
問
題

な
く
集
会
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
、
閉
会
に
際
し
て
の
意
見
表
明
、
行
事
の
モ
ッ
ト
ー
、
音
楽
の
共
同
聴
取
、

（
五
八
六
）
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七
〇

そ
し
て
、
レ
イ
バ
ー
が
そ
の
前
向
き
で
平
和
的
な
生
活
態
度
を
表
明
す
る
ダ
ン
ス
を
通
し
て
、
集
団
的
意
見
表
明
に
も
至
っ
て
い
る
。
参

加
者
が
そ
こ
に
お
い
て
自
己
の
「
生
活
様
式
」
を
実
現
し
て
い
る
と
し
て
も
、
意
見
表
明
と
生
活
様
式
の
実
現
は
排
他
的
関
係
に
な
い
の

で
、
こ
の
こ
と
は
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
が
集
会
に
該
当
す
る
と
の
判
断
に
影
響
を
与
え
な
い
。
む
し
ろ
、
参
加
者
の
考
え
は
、
様
々
な
国
か

ら
の
多
数
の
人
々
の
参
加
、
衣
裳
、
音
楽
な
ど
に
よ
っ
て
と
く
に
簡
潔
に
具
象
化
さ
れ
て
い
る
、
と

（
25
）

。

な
お
、
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、
あ
る
行
事
が
集
会
に
該
当
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
主
催
者
は
集
会
か
ら
発
生
し
た
清
掃
費
の

負
担
を
免
れ
る
と
す
る
思
い
込
み
は
間
違
い
で
あ
る
と
指
摘
す
る

（
26
）

。
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
に
よ
る
と
、
集
会
を
開
催
し
た
結
果
と
し
て
道

路
を
汚
し
た
場
合
に
お
け
る
道
路
法
又
は
道
路
交
通
規
則
に
基
づ
く
清
掃
義
務
及
び
費
用
負
担
義
務
は
、
集
会
法
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
な

い
。
集
会
法
は
、
集
会
の
実
施
を
規
律
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
を
規
律
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
故
、
道
路
法
の
適
用
を

排
除
す
る
も
の
で
は
な
い

（
27
）

。

（
四
）　

ま
た
、
ク
ニ
ー
ゼ
ル
（M

ichael K
niesel

）
は
、
広
義
説
を
支
持
す
る

（
28
）

と
と
も
に
、「
営
利
的
、
文
化
的
及
び
社
会
的
行
事
」
は
、

そ
の
訪
問
者
が
消
費
す
る
だ
け
で
、
参
加
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
広
い
集
会
概
念
に
も
含
ま
れ
な
い

（
29
）

と
指
摘
し
つ
つ
、
ラ
ブ
パ

レ
ー
ド
及
び
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
が
基
本
法
八
条
一
項
に
基
づ
く
集
会
官
庁
の
権
限
に
属
し
、
集
会
法
に
従
っ
て
判
断
さ
れ
る
集
会
又
は
示

威
運
動
な
の
か
、
そ
れ
と
も
秩
序
官
庁
の
権
限
に
属
し
、
秩
序
法
及
び
道
路
法
に
服
す
る
通
常
の
娯
楽
行
事
で
あ
る
か
を
検
討
し
、
ラ
ブ

パ
レ
ー
ド
も
ま
た
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
も
集
会
又
は
集
団
示
威
運
動
（
デ
モ
）
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
ず
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
で
行
わ
れ

る
「
生
き
る
喜
び
」
の
演
出
は
集
団
的
意
見
表
明
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
参
加
者
は
、「
世
界
平
和
の

た
め
に
ダ
ン
ス
」
に
よ
っ
て
前
向
き
で
平
和
的
な
生
活
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
は
、
挑
発
的
な
外
観
及
び
行

動
に
よ
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
秩
序
観
念
を
疑
問
視
し
、
独
自
の
暮
ら
し
方
を
こ
れ
に
対
置
す
る
、
と
い
う
共
通
の
関
心
事
が
参
加
者
を

（
五
八
七
）
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結
び
付
け
て
い
る
。
パ
ン
ク
の
人
々
は
、
自
分
た
ち
の
考
え
方
を
実
現
で
き
る
生
活
空
間
を
有
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
示
威
的
な
外
観
や
行

動
は
上
記
の
生
活
空
間
の
欠
如
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と

（
30
）

。
さ
ら
に
、
ヴ
ィ
ー
フ
ェ
ル
シ
ュ
ピ
ュ
ッ
ツ
（D

ieter W
iefelspütz

）

も
、
広
義
説
を
支
持
し
つ
つ
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
修
正
狭
義
説
及
び
広
義
説
に
お
け
る
集
会
の
成
立
要
件
を
充
足
し
て
い
る
の
で
、
基
本

法
八
条
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
説
い
て
い
る
。
ヴ
ィ
ー
フ
ェ
ル
シ
ュ
ピ
ュ
ッ
ツ
は
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
、「
強
い
娯
楽
的
か
つ
営
利

的
性
格
」
を
帯
び
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
を
集
会
と
性
格
付
け
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る

（
31
）

。

（
五
）　

ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
と
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
が
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
九
〇
年
代

に
お
け
る
判
例
・
学
説
は
混
沌
と
し
た
状
況
に
あ
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
（
第
一
法

廷
第
一
部
会
）
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
二
日
の
決
定
（
〇
一
年
部
会
決
定
）
に
お
い
て
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
の
概
念
と
集
会
該
当
性

の
判
断
方
法
を
示
し
つ
つ
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
と
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
は
集
会
に
該
当
し
な
い
と
し
た
上
級
行
政
裁
判
所
の
判
断
を
支
持
し

た
の
で
あ
る
が
、
同
決
定
は
、
混
沌
と
し
た
状
況
に
終
止
符
を
打
つ
も
の
と
し
て
、
ま
さ
に
注
目
に
値
す
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
の
判
決
（
〇
七
年
判
決
）
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁

判
所
の
示
し
た
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
を
さ
ら
に
精
密
化
し
た
判
断
方
法
を
提
示
し
て
お
り
、
同
判
決
も
注
目
に
値
す
る
。
そ
こ
で
、

つ
ぎ
に
、
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
七
年
判
決
を
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

Ⅲ　

二
〇
〇
一
年
七
月
一
二
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
第
一
部
会
決
定

（
一
）　

〇
一
年
部
会
決
定

（
32
）

は
「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
」
決
定
と
い
う
通
称
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
に
関
す
る
事
案

（
五
八
八
）
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七
二

（
第
一
事
件
）
と
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
関
す
る
事
案
（
第
二
事
件
）
に
つ
い
て
併
せ
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
」
に

関
連
す
る
事
実
の
概
要
を
見
る
と
、
そ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
事
件
異
議
申
立
人
は
、
一
九
八
九
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
を
組
織
し
て
き
た
。
ラ
ブ
パ
レ
ー

ド
は
、
一
九
九
六
年
か
ら
は
、
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
の
真
ん
中
を
貫
い
て
い
る
六
月
一
七
日
通
り
で
開
催
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
、
第
二
事

件
異
議
申
立
人
は
、
二
〇
〇
一
年
の
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
を
二
〇
〇
一
年
七
月
二
一
日
に
実
施
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

一
三
日
付
け
書
面
に
お
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
に
、
当
該
行
事
を
集
会
と
し
て
届
出
を
し
た
。
し
か
し
、
ま
ず
、
当
該
行
事
の
実
施

は
、「
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
は
ベ
ル
リ
ン
市
民
み
ん
な
の
も
の
だ
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
集
会
が
同
じ
時
間
に
実
施
す
る
と
の
届
出
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
拒
否
さ
れ
、
最
終
的
に
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
は
、
二
〇
〇
一
年
五
月
二
二
日
に
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
純

粋
な
音
楽
行
事
で
あ
っ
て
、
意
見
形
成
及
び
意
見
表
明
の
目
的
を
含
ん
で
い
な
い
と
し
て
、
集
会
と
し
て
の
当
該
行
事
の
届
出
は
受
理
さ

れ
な
い
と
通
知
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
事
件
異
議
申
立
人
は
、
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
に
仮
の
権
利
保
護
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
が
、
ベ
ル
リ
ン

行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
一
年
六
月
二
八
日
の
決
定
に
お
い
て
、
こ
の
訴
え
を
斥
け
た
。
さ
ら
に
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
は
、

二
〇
〇
一
年
七
月
六
日
の
決
定
に
よ
っ
て
控
訴
を
棄
却
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
基
本
法
八
条
及
び
集
会
法
は
、「
共
同
の
意
見
形
成
及
び

意
見
表
明
を
目
的
と
す
る
他
者
と
の
会
合
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
（
集
団
的
表
現
）」
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
り
、「
か
り
に
音
楽
や
ダ
ン

ス
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
生
き
る
喜
び
を
た
ん
に
見
せ
る
こ
と
で
も
足
り
る
と
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
必
然
的
に
、
集
会
の
自
由

の
高
い
ラ
ン
ク
が
法
共
同
体
の
意
識
に
お
い
て
失
わ
れ
る
結
果
と
な
ろ
う

（
33
）

」
と
述
べ
た
上
で
、「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
」
は
、
集
会
概
念
を
充

足
す
る
た
め
の
本
質
的
部
分
で
あ
る
、
外
部
に
向
け
て
可
視
化
す
る
共
同
の
意
見
形
成
及
び
意
見
表
明
の
要
素
が
欠
け
て
い
る
と
し
て
、

（
五
八
九
）
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そ
の
集
会
該
当
性
を
否
定
し
た
。
な
お
、
第
二
事
件
異
議
申
立
人
は
、
そ
の
間
に
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
実
施
に
つ
い
て
道
路
法
上
の
特
別

許
可
を
得
た
。
第
二
事
件
異
議
申
立
人
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
三
二
条
に
基
づ
く
仮
命
令
の
発
布
を
申
し
立
て
、

基
本
法
八
条
に
基
づ
く
基
本
権
の
侵
害
を
主
張
し
た
。

（
二
）　

つ
ぎ
に
、「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
」
に
関
連
す
る
事
実
の
概
要
を
見
る
と
、
そ
れ
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
事
件
異

議
申
立
人
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
一
九
日
付
け
の
書
面
に
お
い
て
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
四
日
を
実
施
日
と
し
て
、「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
」

に
対
抗
す
る
行
事
と
し
て
の
「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
」
の
実
施
を
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
に
申
請
し
た
。「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
」

は
、
一
四
時
か
ら
二
四
時
ま
で
、
異
な
る
出
発
点
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
に
向
か
っ
て
行
進
す
る
と
い
う
形
式
で
（S

ternm
arsch

）

行
う
こ
と
を
予
定
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
で
は
閉
会
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
は
一
九
九
七
年
以
降
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
行
事
で
あ
る
が
、
今
回
の
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
に
は
約
一
万
人
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
、
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
流

す
ス
ピ
ー
カ
ー
を
積
ん
だ
四
〇
台
か
ら
五
〇
台
の
車
両
が
こ
れ
ら
の
人
々
に
伴
走
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
行
事
の
実
施
の
最
中

に
演
説
は
計
画
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
宣
伝
的
な
言
い
回
し
で
ベ
ル
リ
ン
市
の
文
化
政
策
と
商
業
的
行
事
と
化
し
た
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド

を
批
判
す
る
内
容
の
二
万
枚
の
ビ
ラ
の
配
布
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
は
、
二
〇
〇
一
年
五
月
一
四
日
に
、
第
一
事
件

異
議
申
立
人
に
対
し
て
、
申
請
さ
れ
た
行
事
は
集
会
法
の
意
味
に
お
け
る
公
開
の
集
会
で
は
な
く
、
二
〇
〇
一
年
三
月
一
九
日
付
け
の
書

面
は
集
会
の
申
請
と
し
て
受
理
で
き
な
い
と
通
知
し
た
。

（
三
）　

ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
一
年
六
月
二
八
日
の
決
定

（
34
）

に
お
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
の
通
知
に
対
し
て
第
一
事
件

異
議
申
立
人
が
し
た
異
議
申
立
て
の
延
期
的
効
果
を
回
復
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
は
、
基
本
法
八
条
及
び
集
会
法
は
「
共
同
の
意

見
形
成
及
び
意
見
表
明
を
目
的
と
す
る
他
者
と
の
集
合
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
（
集
団
的
表
現
）」
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
指

（
五
九
〇
）
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七
四

摘
し
た
上
で
、
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
を
集
会
と
評
価
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
た
し
か
に
、
必
要
な
意
見
表
明
は
、
│
原
告
の
見
解
と
異
な
り
│
す
で
に
音
楽
の
再
生
及
び
集
会
参
加
者
の
ダ
ン
ス
の
中
に
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
意
見
の
内
容
が
外
部
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
表
明
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、
ま
た
、
こ
の
音
楽
に
合
わ
せ
た
参
加
者
の
ダ
ン
ス
も
、
部
外
者
に
と
っ
て
は
、
祭
典

の
枠
内
に
お
け
る
生
き
る
喜
び
の
た
ん
な
る
表
出
と
の
区
別
を
認
識
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…

こ
れ
と
同
じ
く
、
歌
詞
の
内
容
か
ら
意
見
形
成
又
は
意
見
表
明
の
要
素
を
帰
結
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
テ
キ
ス
ト
が

大
音
量
の
音
楽
の
中
で
も
主
催
者
の
関
心
事
を
分
か
り
易
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

加
え
て
、
も
っ
ぱ
ら
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
よ
る
市
区
の
奪
還
を
象
徴
的
に
表
す
は
ず
で
あ
る
と
こ
ろ
の
集
会
参
加

者
の
行
進
だ
け
を
見
て
も
、
こ
の
中
に
も
、
こ
こ
で
理
解
さ
れ
た
意
味
に
お
け
る
意
見
表
明
は
存
在
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
関
心

事
も
、
意
見
を
ま
さ
に
表
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
対
象
で
あ
る
偏
見
の
な
い
観
察
者
に
と
っ
て
容
易
に
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。

本
件
で
は
、
む
し
ろ
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
の
テ
ー
マ
が
当
該
行
事
の
最
中
に
数
多
く
の
ビ
ラ
に
お
い
て
流
布
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
こ
と
が
決
定
的
で
あ
る
。
こ
の
『
フ
ラ
イ
ヤ
ー
』
に
お
い
て
、
主
催
者
の
関
心
事
が
比
較
的
詳
細
に
、
か
つ
何
人
に
も
分
か
り
易
く
再

現
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
当
該
行
事
は
、
旧
来
の
市
街
地
か
ら
の
あ
る
種
の
ス
タ
イ
ル
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
信
奉
者
の
排
除

に
、
ク
ラ
ブ
の
閉
鎖
及
び
パ
ー
テ
ィ
の
解
散
に
、『
異
な
る
も
の
す
べ
て
か
ら
』
の
首
都
の
『
浄
化
』
に
、
さ
ら
に
、『
疑
似
デ
モ
』
で
あ

る
商
業
化
し
た
『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
部
の
見
解
に
よ
る
と
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
毎
年
の
モ
ッ
ト
ー
と
異

（
五
九
一
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

七
五

な
り
、
た
ん
に
、
意
味
が
空
疎
化
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
原
告
が
追
求
し
て
い
る
関
心
事
を
理
解
可
能
で
、
内
容
的
に

詳
し
く
根
拠
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
集
会
の
テ
ー
マ
の
内
容
的
評
価
は
、
こ
の
関
連
に
お
い
て
は
考
慮
さ
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
当
部
は
、
定
式
化
さ
れ
た
関
心
事
が
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
集
会
の
性
格
を
付
与
す
る
た
め
に
、
た
ん
に
前
面
に
押

し
出
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
一
定
の
見
解
を
伝
え
る
こ
と
は
、
主
催
者
に
と
っ
て
実
際
に
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
前

提
か
ら
出
発
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
集
会
の
関
心
事
は
、
こ
の
形
式
又
は
類
似
の
形
式
に
お
い
て
、
す
で
に
過
去
数
年
間
、
そ
の
時
点

で
は
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
を
集
会
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
に
よ
っ
て
ま
だ
疑
問
視
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
主
張
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
は
、
と
り
わ
け
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の

商
業
化
の
拒
否
を
表
現
す
る
た
め
に
、
当
初
か
ら
意
識
的
に
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
対
抗
行
事
で
あ
る
と
自
ら
を
理
解
し
て
い
た
。
ラ
ブ
パ

レ
ー
ド
は
今
後
は
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
で
開
催
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
の
要
求
も
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
議
論
か
ら
生
ま
れ
、
他
の
人
々
の

意
見
に
応
じ
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
の
テ
ー
マ
が
主
催
者
に
よ
っ
て
真
剣
に
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

を
示
す
具
体
的
な
手
が
か
り
は
、
ビ
ラ
に
お
け
る
比
較
的
詳
し
い
記
述
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
そ
の
見
解
の
流
布
（
…
…
）、
さ
ら
に
、

原
告
の
発
案
で
実
施
さ
れ
た
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
『
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
及
び
ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
』
を
テ
ー
マ
と
す
る
政
治
家
を
含
め

た
討
論
行
事
に
か
ん
が
み
て
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

前
述
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
そ
の
目
的
が
決
し
て
一
定
の
内
容
の
伝
達
を
狙
い
と
し

て
い
な
い
娯
楽
行
事
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
部
の
見
解
に
よ
る
と
、
意
見
表
明
の
要
素
は
、
む
し
ろ
十
分
に
考
慮
さ

れ
て
い
る
。
内
容
的
関
心
事
は
、
必
要
な
明
確
性
を
も
っ
て
十
分
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
さ
ら
に
別
の
言
論
活
動
は
必
要
な

い
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
直
前
数
年
の
ビ
ラ
に
お
い
て
、
集
ま
っ
て
楽
し
く
騒
ぎ
た
い
と
い
う
願
望
、
又
は
パ
ー
テ
ィ
と
し
て
の
行
事
が
語

（
五
九
二
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

七
六

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
集
会
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
こ
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
行
事
の
他
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
並
ん
で
、
意
見
形
成
又
は
意
見
表
明
の
要
素
が
少
な
く
な
い
程
度
に
お
い
て
現
れ
て

い
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。」

こ
の
よ
う
に
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
は
、
意
見
表
明
の
要
素
を
音
楽
の
再
生
及
び
ダ
ン
ス
に
も
、
ま
た
歌
詞
や
参
加
者
の
行
進
に
も
見

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
当
該
行
事
の
関
心
事
が
比
較
的
詳
細
に
誰
に
も
分
か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
ビ
ラ
が
数

多
く
配
布
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
の
集
会
該
当
性
を
肯
定
し
た
。

（
四
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
六
日
の
決
定

（
35
）

に
お
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
の
決

定
を
変
更
し
、
第
一
事
件
異
議
申
立
人
の
し
た
仮
の
権
利
救
済
の
申
立
て
を
斥
け
た
。
同
裁
判
所
は
、
判
決
理
由
に
お
い
て
、
集
会
の
概

念
に
つ
い
て
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
と
同
じ
見
解
を
採
り
つ
つ
も
、
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
の
集
会
該
当
性
を
否
定
し
た
。
同
裁
判
所
は
、

次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
こ
れ
ら
の
諸
原
則
を
基
準
と
す
る
と
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
』
は
、
集
会
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、

当
該
行
事
は
、
そ
の
全
体
的
印
象
に
照
ら
し
て
、
純
粋
に
娯
楽
的
な
公
開
の
大
規
模
パ
ー
テ
ィ
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
の
に
対
し
て
、
意

見
表
明
の
要
素
は
完
全
に
後
景
に
退
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
外
的
諸
条
件
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

原
告
は
、
約
一
万
人
の
参
加
者
を
見
込
ん
で
お
り
、
予
定
さ
れ
た
経
路
に
お
い
て
、
大
音
量
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
演
奏
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
約
四
〇
台
か
ら
五
〇
台
の
パ
レ
ー
ド
用
車
両
が
参
加
者
に
伴
走
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
全
世
界
か
ら
来
た
、

（
五
九
三
）
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…
…
な
ど
の
様
々
な
音
楽
の
傾
向
を
有
す
る
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
が
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
応
じ
て
、

外
観
の
特
徴
は
、
様
々
な
傾
向
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
信
奉
者
が
行
う
ダ
ン
ス
と
行
進
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
個
人
に
と
っ
て
は
、
主
と
し
て
、
楽
し
む
こ
と
、
又
は
、
自
分
の
束
の
間
の
生
き
る
喜
び
に
表
現
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

こ
ろ
の
大
規
模
な
祭
典
又
は
ダ
ン
ス
行
事
と
の
印
象
を
生
み
出
す
。
部
外
者
は
、
通
常
の
場
合
、
音
楽
と
ダ
ン
ス
か
ら
、
意
見
表
明
で
は

な
く
、
単
純
明
快
に
、
参
加
者
に
と
っ
て
の
楽
し
み
又
は
娯
楽
を
連
想
す
る
。
た
し
か
に
、
意
見
表
明
と
し
て
の
ダ
ン
ス
、
音
楽
の
演
奏

及
び
ラ
イ
ブ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
行
動
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
行
動
形
態
が
、
ま
さ
に

意
見
表
明
の
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
、
意
見
表
明
が
他
の
目
的
と
の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
前
面
に
出
て
い
る
場
合
に
の
み
、
当
て
は

ま
る
。
…
…
」

「『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
の
成
立
史
も
、
こ
の
行
事
が
娯
楽
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
際
立
た
せ
る
。
一
九
九
七
年
に
、
数
百
人

の
テ
ク
ノ
フ
ァ
ン
が
、
一
九
八
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
か
ら
分
裂
し
た
が
、
そ
れ
は
、
原
告
が
自
ら
定
式
化
し
て
い

る
よ
う
に
、『
大
量
消
費
化
と
商
品
化
の
可
能
な
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
よ
っ
て
指
図
さ
れ
な
い
』
音
楽
ス
タ
イ
ル
を
主
張
す
る
た
め
で

あ
る
。『
商
業
的
利
益
な
し
に
追
求
さ
れ
る
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
パ
ン
ク
ロ
ッ
ク
の
ス
タ
イ
ル
』
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の

音
楽
ス
タ
イ
ル
は
、
同
時
に
、『
こ
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
生
活
方
法
と
生
き
る
喜
び
の
表
現
』
で
あ
り
、『
た
ん
な
る
余
暇
活
動
で
は
な

く
、
精
神
態
度
で
あ
る
』。
こ
の
記
述
か
ら
は
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
が
『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
の
対
抗
行
事
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る

の
は
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
傾
向
の
音
楽
お
よ
び
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
、
つ
ま
り
商
業
主
義
に
準
拠
し
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
示
し
よ
う

と
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
…
…
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
集
会
で
は
な
い
の
で
、
同
じ
こ
と
が
こ
の
行
事
か

ら
生
ま
れ
た
『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
も
当
て
は
ま
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
」

（
五
九
四
）
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「
…
…
一
般
的
な
形
式
で
、
旧
来
の
市
街
地
か
ら
の
一
定
の
ス
タ
イ
ル
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
信
奉
者
の
排
除
、
ク
ラ
ブ
の
閉

鎖
及
び
パ
ー
テ
ィ
の
解
散
、『
異
な
る
も
の
す
べ
て
か
ら
』
の
首
都
の
『
浄
化
』、
さ
ら
に
、『
疑
似
デ
モ
』
で
あ
る
『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』

を
扱
っ
て
い
る
約
二
万
枚
の
ビ
ラ
の
配
布
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
該
行
事
が
有
す
る
集
団
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
又
は
大
衆
娯
楽
と
し

て
の
全
体
的
特
徴
に
何
の
変
更
も
加
え
る
も
の
で
は
な
い
。
主
催
者
は
、『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
に
反
対
を
表
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
集
会
の
性
格
を
根
拠
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。

た
し
か
に
、『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
は
一
定
の
理
由
か
ら
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
で
開
催
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
公
開
で
表
現
し
よ
う
と

す
る
多
数
人
が
集
会
法
の
意
味
に
お
け
る
集
会
を
行
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、

『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
つ
い
て
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
行
事
の
重
点
は
娯
楽
の
領
域
に
存
す
る
か
ら
で
あ

る
。『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
か
ら
出
て
い
け
』
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
伴
う
ビ
ラ
が
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
の
経
路
で
配
布
さ

れ
る
と
し
て
も
、
こ
の
観
点
は
、
当
該
行
事
の
他
の
外
観
と
比
べ
て
後
景
に
退
い
て
い
る
。『
金
儲
け
に
よ
る
検
閲
を
す
る
な
』、『
首
都

の
幻
想
の
代
わ
り
に
生
活
を
』、『
非
合
法
な
パ
ー
テ
ィ
は
存
在
し
な
い
』
と
い
う
他
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。

被
告
は
、
適
切
に
も
、
意
見
表
明
は
行
事
の
も
っ
ぱ
ら
付
随
的
な
又
は
恣
意
的
な
副
次
行
為
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

娯
楽
行
事
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
無
内
容
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
流
布
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
を
失
う
も
の
で
は
な
い
。

…
…
」

上
級
行
政
裁
判
所
の
決
定
の
後
、
第
一
事
件
異
議
申
立
人
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
三
二
条
に
基
づ
く
仮
命
令
の

発
布
を
申
し
立
て
、
基
本
法
八
条
に
基
づ
く
基
本
権
の
侵
害
を
主
張
し
た
。

（
五
九
五
）
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連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
と
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
は
集
会
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
た
ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判

所
の
判
断
を
支
持
し
つ
つ
、
仮
命
令
の
発
布
を
求
め
る
申
立
て
を
斥
け
た
。
こ
の
決
定
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
基
本

法
八
条
の
「
集
会
」
と
は
「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
を
目
的
と
す
る
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
す
る
た
め
の
、
一
定
の
場
所
に

お
け
る
多
数
人
の
会
合
」
で
あ
る
と
の
解
釈
論

（
36
）

を
展
開
し
、
そ
し
て
、
つ
ぎ
に
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
と
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
が
「
集
会
」
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、「
集
会
」
該
当
性
の
判
断
方
法
に
関
す
る
一
般
論
も
示
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
…
…
民
衆
の
祭
（V

olksfest
）
も
娯
楽
行
事
も
集
会
概
念
に
含
ま
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
と
同
じ
く
、
生
き
る
喜
び
を
た
ん
に
見
せ
る
こ

と
（Z

urschaustellung

）
に
役
立
つ
行
事
や
、
楽
し
み
と
娯
楽
に
向
け
ら
れ
た
公
開
の
大
規
模
パ
ー
テ
ィ
と
し
て
企
画
さ
れ
た
行
事
も
集

会
概
念
に
含
ま
れ
な
い
。
そ
こ
で
支
配
的
で
あ
る
音
楽
の
タ
イ
プ
が
、
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
生
き
る
喜
び
を
表
現
し
て
い
る
も

の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
多
数
派
の
趣
味
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
は
関
係
が
な
い
。」

「
そ
れ
故
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
と
『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
を
集
会
と
し
て
位
置
付
け
な
い
こ
と
は
、
憲
法
上
支
持
で
き
る
。
少
な
く

と
も
、
二
つ
の
行
事
が
音
楽
と
ダ
ン
ス
の
出
来
事
で
あ
る
点
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
に
疑
問
は
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
位
置
付
け
は
、
こ

れ
ら
の
行
事
が
表
明
目
的
と
結
び
付
い
て
い
る
点
に
お
い
て
も
、
憲
法
上
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

「
た
し
か
に
、
集
会
は
、
当
該
集
会
が
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
目
的
を
音
楽
と
ダ
ン
ス
を
使
用
し
て
実
現
す
る
場
合
で
も
、
集
会

の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
手
段
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
発
展
の
た
め
に
、
公
共
の
意
見
形
成
に
影
響
を
与
え
る
目
的
で
使

用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
こ
と
は
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
行
事
が
、
例
え
ば
、
一
定
の
音
楽
行
事
及
び
ダ
ン
ス
行
事
が
将
来
に
お
い
て
も
可
能
に
な
る
た
め
に
使
わ
れ
る
場
合
も
、

（
五
九
六
）
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こ
の
行
事
は
、
集
会
の
自
由
が
適
用
さ
れ
る
対
象
と
な
る
。
基
本
法
八
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
行
事
が
将
来
も
実
施
で
き
る
こ
と
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
世
論
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
影
響
力
行
使
を
す
る

こ
と
で
あ
り
、
音
楽
行
事
及
び
ダ
ン
ス
行
事
の
挙
行
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。」

「
し
か
し
な
が
ら
、
音
楽
行
事
及
び
ダ
ン
ス
行
事
は
、
そ
の
機
会
に
意
見
表
明
も
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
全
体
と
し
て
基
本

法
八
条
の
意
味
に
お
け
る
集
会
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
公
共
の
意
見
表
明
の
現
存
す
る
要
素
が
、
上
級
行
政
裁
判

所
に
よ
っ
て
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
お
い
て
も
、
ま
た
『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
時
々
の
行
事
を
そ
の
全
体
に
お

い
て
集
会
と
評
価
す
る
た
め
に
十
分
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
憲
法
上
深
刻
な
疑
義
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
公
共
の
意
見
表
明
を
示
す
兆
候
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
行
政
裁
判
所
は
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
関
す
る
訴
訟
に

お
い
て
、
当
該
行
事
を
集
会
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
裁
判
所
は
、
そ
の
点
で
は
、
主
催
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
関
心
事

が
比
較
的
詳
細
に
再
現
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
配
布
さ
れ
た
ビ
ラ
の
内
容
を
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。〔
行
政
裁
判
所
に
よ
る

と
〕、
そ
の
内
容
は
、
当
該
行
事
は
、
旧
来
の
市
街
地
か
ら
の
一
定
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
信
奉
者
の
排
除
に
、
ク
ラ
ブ
の
閉
鎖

と
パ
ー
テ
ィ
の
解
散
に
、『
異
な
る
も
の
す
べ
て
か
ら
』
の
首
都
の
『
浄
化
』
に
、
さ
ら
に
、『
疑
似
デ
モ
』
で
あ
る
商
業
化
し
た
『
ラ
ブ

パ
レ
ー
ド
』
に
反
対
す
る
、
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
、
意
味
が
空
疎
化
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
第
一
事
件
異
議
申

立
人
の
詳
し
く
根
拠
付
け
ら
れ
た
関
心
事
で
あ
り
、
こ
の
関
心
事
は
、
必
要
な
明
確
性
を
も
っ
て
、
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
お
い
て
は
、
意
見
表
明
の
要
素
は
、
少
な
く
と
も
完
全
に
後
景
に
退
い
て
い
な
い
。

上
級
行
政
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
事
実
上
の
状
況
に
異
論
を
唱
え
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
情
は
当
該
行
事
か
ら
集
団
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
又
は
大
衆
娯
楽
と
し
て
の
全
体
的
特
徴
を
失
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
趣
旨
で
こ
れ
ら
の
状
況
を
評
価
し
た
。〔
上
級

（
五
九
七
）
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裁
判
所
に
よ
る
と
、〕
当
該
行
事
の
重
点
は
、
│
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
が
│
娯
楽
の
領
域
に
あ
り
、
意
見
表
明
は
た

ん
に
附
随
的
な
副
次
行
為
に
す
ぎ
な
い
。

当
該
行
事
が
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
楽
し
み
、
ダ
ン
ス
又
は
娯
楽
の
目
的
が
前
面
に
出
て
い
る

の
か
と
い
う
点
か
ら
法
的
判
断
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
憲
法
上
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
疑
い
が
残
る
場
合
に
は
、
集
会
の

高
い
ラ
ン
ク
か
ら
、
当
該
行
事
は
集
会
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
と
の
効
果
が
生
じ
る
。

た
し
か
に
、
あ
る
行
事
が
い
か
な
る
全
体
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
お
い
て
は
、
関
係
者
が
、
何
を
公
共
の
意
見
形
成

の
対
象
と
し
、
い
か
な
る
形
態
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
用
を
使
用
し
た
い
の
か
に
つ
い
て
自
ら
決
定
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
考

慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
行
動
を
集
会
と
し
て
法
的
に
位
置
付
け
る
権
限
は
、
そ
の
適
格
を
有
す
る
裁
判
所
に
帰
属

す
る
。」
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
仮
命
令
の
手
続
き
に
お
い
て
、
専
門
裁
判
所
が
し
た
判
断
に
代
え
て
自
己
の
判
断
を
す
る
こ
と
を
原
則

的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
に
お
い
て
は
、
法
的
判
断
は
少
な
く
と
も
明
ら
か
に
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
法
的

位
置
付
け
は
本
案
手
続
き
に
お
い
て
の
み
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
37
）

。

Ⅳ　

二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決

（
一
）　

連
邦
行
政
裁
判
所
の
〇
七
年
判
決
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
〇
一
年
部
会
決
定
（
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
決
定
）
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
同

決
定
と
は
対
照
的
に
、「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
」
を
憲
法
上
の
集
会
と
し
て
扱
う
べ
き
だ
と
の
判
断
を
示
し
た
。
同
判
決
は
、

〇
一
年
部
会
決
定
が
示
し
た
解
釈
論
か
ら
出
発
し
て
、「
計
画
さ
れ
た
人
々
の
会
合
が
、
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
要

（
五
九
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

八
二

素
と
、
他
の
目
的
に
役
立
つ
要
素
と
を
含
む
場
合
に
お
い
て
、
他
の
目
的
が
、
平
均
的
観
察
者
の
視
点
か
ら
見
て
明
ら
か
に
前
面
に
出
て

い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
き
は
、
こ
の
会
合
は
、
基
本
法
及
び
集
会
法
の
意
味
に
お
け
る
集
会
と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」（
判
決
要
旨
）
と
定
式
化
し
て
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
を
精
密
化
し
た
上
で
、「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
」
の
全
体
的
特
徴

を
疑
い
の
余
地
な
く
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
こ
れ
を
集
会
と
し
て
扱
う
こ
と
が
憲
法
上
必
要
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
。
以
下
、

こ
の
判
決
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

本
件
は
、
〇
一
年
部
会
決
定
第
一
事
件
と
同
じ
事
案
で
あ
る
が
、
若
干
の
補
足
を
加
え
て
説
明
す
る
と
、
事
実
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
原
告
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
一
九
日
付
け
の
書
面
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
四
日
に
実
施
す
る
予
定
の
「
フ
ァ
ッ
ク

パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
」
に
つ
い
て
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
に
集
会
と
し
て
届
出
を
し
た
が
、
警
察
署
長
は
、
二
〇
〇
一
年
五
月
一
四
日
付
け

の
書
面
に
よ
っ
て
、
当
該
行
事
に
は
集
団
的
な
意
見
形
成
過
程
・
意
思
形
成
過
程
が
欠
け
て
お
り
、
参
加
者
の
役
割
も
音
楽
の
聴
取
と
ダ

ン
ス
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
届
出
は
集
会
法
の
意
味
に
お
け
る
集
会
の
届
出
と
し
て
受
理
で
き
な
い
と
通
知
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
二
〇
〇
一
年
五
月
二
一
日
付
け
の
書
面
で
異
議
を
申
し
立
て
た
。
原
告
は
、
当
該
行
事
が
中
止
に
な
っ

た
後
、
届
出
を
し
た
「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
」
は
集
会
法
の
意
味
に
お
け
る
集
会
で
あ
っ
た
こ
と
の
確
認
を
求
め
て
ベ
ル
リ
ン

行
政
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た

（
38
）

。

（
二
）　

ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
三
日
の
判
決

（
39
）

に
お
い
て
、
上
記
の
訴
え
を
棄
却
し
た
が
、
判
決
理
由
に
お

い
て
、
集
会
の
概
念
及
び
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
〇
一
年
部
会
決
定
等
を
引
用
し
た
上
で
、
届
出
を
し
た
当
該
行
事
は
集
会

の
成
立
要
件
を
充
足
し
て
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

（
五
九
九
）
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「
…
…
た
し
か
に
、
当
該
行
事
は
、
意
見
表
明
の
要
素
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
パ
レ
ー
ド
の
機
会
に
配
布
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
も
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
信
に
も
当
て
は
ま
る
。
当
該
集
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
…
…
意
味
の
空
疎
化

し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
言
及
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
は
雑
多
で
か
つ
漠
然
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま

た
、
経
路
は
、
た
と
え
部
外
者
に
は
容
易
に
認
識
で
き
な
い
と
し
て
も
、
当
該
行
事
の
関
心
事
と
の
関
連
性
を
有
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
行
事
は
、
そ
の
外
観
を
基
準
に
す
る
と
、
大
規
模
パ
ー
テ
ィ
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
楽
し
み
と
娯
楽
が

前
面
に
出
て
い
る
。
参
加
者
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
ー
の
後
ろ
を
歩
き
、
自
分
の
趣
味
に
合
う
音
楽
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
す
る

予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
事
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
お
い
て
も
主
催
者
自
身
に
よ
っ
て
パ
ー
テ
ィ
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
当
該
行
事
の
こ
の

性
格
は
、
全
体
像
の
特
徴
を
決
定
的
に
形
成
す
る
ほ
ど
前
面
に
出
て
い
る
。
集
会
と
し
て
の
地
位
を
得
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
形
態

の
出
来
事
の
場
合
、
例
え
ば
、
後
続
の
数
年
に
お
い
て
な
さ
れ
た
言
論
活
動
の
形
式
に
お
け
る
意
見
表
明
の
よ
う
に
、
意
見
表
明
の
よ
り

明
確
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
必
要
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
引
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ー
テ
ィ
の
宣
伝
と
ほ
と
ん

ど
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
毎
年
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
日
に
実
施
さ
れ
る
と
い
う
当
該
行
事
の
定
期
性
と
、
モ
ッ
ト
ー
が
こ

こ
数
年
間
ほ
と
ん
ど
変
更
さ
れ
ず
に
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
公
共
の
意
見
形
成
に
対
す
る
具
体
的
寄
与
を
否
定
す
る
根
拠
と

な
る
。
音
楽
自
体
の
中
に
意
見
表
明
を
認
識
す
る
た
め
に
は
、
聞
き
手
が
、
音
楽
を
一
定
の
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
結
び
付
け
る
か
、
又

は
そ
の
特
別
の
注
意
を
運
ば
れ
て
く
る
言
明
に
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
あ
る
種
の
賛
歌
や
著
名
な
プ

ロ
テ
ス
ト
ソ
ン
グ
、
あ
る
い
は
、
聞
き
手
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
テ
キ
ス
ト
を
歌
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の
ラ
ッ
プ
ソ
ン
グ
に
当
て
は
ま

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
全
体
と
し
て
ま
た
は
大
部
分
に
お
い
て
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
お
い
て
主
張
さ
れ

て
い
る
音
楽
ス
タ
イ
ル
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
リ
ズ
ム
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
及
び
大
音
量
が
前
面
に
出
て
お
り
、
そ
れ

（
六
〇
〇
）
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は
、
一
定
の
音
楽
の
嗜
好
及
び
あ
る
種
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
表
現
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
原
告
は
、
口
頭
弁
論
に

お
い
て
、
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
で
あ
る
原
告
に
と
っ
て
音
楽
の
陳
列
が
自
己
の
意
見
を
表
明
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
こ
と
を
説
得
的

に
説
明
し
て
い
る
が
、
原
告
に
対
し
て
は
、
当
該
行
事
に
集
会
の
全
体
的
特
徴
が
与
え
ら
れ
る
た
め
に
は
、
集
会
に
お
け
る
原
告
の
表
現

手
段
の
使
用
が
、
外
部
に
も
認
識
可
能
な
意
見
表
明
と
い
う
点
に
お
い
て
、
そ
れ
以
外
の
点
で
は
通
常
の
ク
ラ
ブ
娯
楽
と
異
な
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
反
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
の
成
立
史
も
、
意
見
表
明
の
証
拠
と
し
て
評
価
で
き
な
い
。

た
し
か
に
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
か
ら
の
分
裂
は
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
が
ま
す
ま
す
商
業
化
し
、
大
衆
の
趣
味
を
指
向
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
に

反
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
何
よ
り
も
ま
ず
異
議
申
立
て
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
異
な
る
生
活
ス
タ

イ
ル
と
音
楽
の
嗜
好
の
模
範
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
ー
の
様
式
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
及

び
参
加
者
に
対
す
る
飲
料
水
の
供
給
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
と
の
違
い
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、

対
抗
パ
ー
テ
ィ
も
パ
ー
テ
ィ
に
と
ど
ま
る
。
…
…

（
40
）

」

（
三
）　

ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
上
級
行
政
裁
判
所
も
、
二
〇
〇
六
年
五
月
二
日
の
判
決

（
41
）

に
お
い
て
、
集
会
の
概
念
等
に
つ
い

て
〇
一
年
決
定
及
び
〇
一
年
部
会
決
定
を
引
用
し
た
上
で
、
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
は
集
会
に
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
。
同
裁
判
所
は
、

次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
こ
の
基
準
に
よ
る
と
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
』
は
、
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
す
と
、
集
会
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
集
会
の
自
由
の
高
い
ラ
ン
ク
の
故
に
、
疑
い
が
残
る
場
合
に
は
、
行
事
は
集
会
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

（
六
〇
一
）
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八
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い
う
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
採
用
し
た
ル
ー
ル
（
…
…
）
が
適
用
さ
れ
る
余
地
は
な
い
。
当
該
行
事
は
、
部
外
者
に
と
っ
て
は
、
何
よ
り
ま

ず
、
参
加
者
が
そ
の
音
楽
嗜
好
に
合
っ
た
生
活
方
法
を
祝
福
し
よ
う
と
す
る
手
段
で
あ
る
と
こ
ろ
の
音
楽
、
ダ
ン
ス
及
び
娯
楽
行
事
で

あ
っ
た
。
意
見
表
明
は
、
原
告
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
と
く
に
演
奏
さ
れ
る
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
種
類
・
方
法
及
び
作
品
か
ら
も

浮
き
彫
り
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
平
均
的
観
察
者
が
こ
れ
に
気
付
く
こ
と
は
な
い
。
平
均
的
観
察
者
に
は
、
む
し
ろ
音
楽
は
何
で
も
よ
く

交
換
可
能
な
も
の
と
し
て
現
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
意
見
形
成
の
対
象
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
認
識
で
き
る
関
心
事
と

音
楽
と
は
結
び
付
い
て
い
な
い
。
か
り
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
論
説
と
呼
び
か
け
に
お
い
て
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
が
伝
え
よ
う

と
し
て
い
た
特
殊
な
内
容
が
解
説
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
内
容
が
行
事
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
も
表
現
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
集
会
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
集
団
的
関
与
を
目
的
と
し
て
一
定
の
場
所
に
お

い
て
多
数
人
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
集
会
の
属
性
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
当

該
行
事
が
当
該
会
合
の
場
所
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
出
現
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
事
の
場
所
に
お
い
て
欠
け
て
い
る
又
は
十

分
に
は
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
意
見
表
明
の
要
素
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ペ
ー
ジ
や
新
聞
報
道
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

道
路
上
で
は
音
楽
と
ダ
ン
ス
が
優
勢
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
意
見
形
成
的
内
容
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
関

心
の
あ
る
人
し
か
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
経
路
の
選
択
も
、
ま
た
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
の
行
進
中
に
配
布
さ
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
ビ
ラ
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
た
諸
要
求
も
、
当
該
行
事
に
異
な
る
特
色
を
与
え
な
い
。
そ
こ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
、
例
え
ば
、

都
市
の
発
展
の
個
々
の
局
面
に
対
す
る
、
す
な
わ
ち
特
定
の
市
区
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
排
除
に
対
す
る
批
判
的
か
つ
拒

否
的
見
解
及
び
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
反
対
の
立
場
は
、
音
楽
行
進
及
び
ダ
ン
ス
行
進
に
比
し
て
、
副
次
的
、
附
随
的
意
義
し
か
有
し
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
極
め
て
一
般
的
な
も
の
に
抑
え
ら
れ
、
そ
れ
故
、
人
に
訴
え
る
力
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
な
お

（
六
〇
二
）
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さ
ら
で
あ
る
。
特
別
の
種
類
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
、
ビ
ラ
に
お
い
て
告
知
さ
れ
て
い
る
諸
要
求
を
際
立
た
せ
、
意
見
形
成
的
に

伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
部
外
の
観
察
者
に
と
っ
て
、
必
要
な
明
確
性
を
も
っ
て
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
部
外
者
は
、
当

該
行
事
を
、
そ
の
外
観
の
全
体
を
基
準
と
し
て
、
こ
の
音
楽
と
結
び
付
い
た
参
加
者
の
生
き
る
喜
び
や
、
楽
し
み
、
ダ
ン
ス
、
動
作
及
び

娯
楽
が
表
出
し
て
い
る
動
く
テ
ク
ノ
・
パ
ー
テ
ィ
と
捉
え
た
は
ず
で
あ
る

（
42
）

。」

（
四
）　

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
の
判
決
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
所
及
び
上
級
行
政
裁
判
所
の
判
断
と
異
な
り
、

「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
」
を
集
会
と
し
て
扱
う
こ
と
が
憲
法
上
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
ま
ず
、

〇
一
年
決
定
の
示
し
た
「
集
会
」
の
概
念
を
前
提
と
し
、
〇
一
年
部
会
決
定
の
参
照
を
求
め
つ
つ
、「
あ
る
行
事
が
、
公
共
の
意
見
形
成

の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
要
素
と
、
こ
の
目
的
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
要
素
を
含
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
『
混
合
』
行
事
が
そ

の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
か
ど
う
か
が
決
定
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
疑
い
が
残
る
場
合
に
は
、
集
会
の
自
由
の
高

い
ラ
ン
ク
か
ら
、
当
該
行
事
が
集
会
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
と
の
効
果
が
生
じ
る
（
…
…

（
43
）

）。」
と
指
摘
し
た
上
で
、「『
混
合
』
行
事
が
そ
の

全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
か
ど
う
か
」
を
判
断
す
る
方
法
を
示
し
た
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
説
示
し
た
。

「
あ
る
『
混
合
』
行
事
が
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
実
上
の
状
況
の

総
合
考
慮
（G

esam
tschau

）
の
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
が
集
会
の
自
由
に
付
与
し
た
特
別
の
重
要
性
は
、
あ

ら
ゆ
る
本
質
的
事
情
が
判
断
の
中
に
含
め
ら
れ
、
そ
の
重
要
性
に
応
じ
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
こ
の
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
い

場
合
、
そ
の
判
断
に
法
的
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
判
断
は
基
本
法
八
条
の
基
準
に
合
致
し
な
い
か
ら
で

（
六
〇
三
）
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あ
る
。
総
合
考
慮
は
、
複
数
の
段
階
を
踏
ん
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
計
画
さ
れ
た
行
事
の
様
態
で
あ
っ
て
公
共
の
意
見

形
成
へ
の
関
与
を
目
標
と
す
る
も
の
が
す
べ
て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
が
真
剣
に
意
図
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
、
集
会
の
自
由
の
保
護
を
要
求
で
き
る
よ
う
に
た
ん
に
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
関
心
事
お
よ
び
そ
の
実
行
に
役
立
つ
諸
要
素
は
、
無
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
自
体
と
し
て
意
見
形
成
に
向
け

ら
れ
た
諸
要
素
を
関
心
事
の
真
剣
さ
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
除
外
す
る
こ
と
は
、
集
会
の
自
由
の
特
別
の
意
義
に
目
を
向
け

る
と
、
抑
制
的
な
態
度
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
厳
格
な
基
準
を
当
て
は
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
考
察
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
計
画
さ
れ
た
行
事
の
諸
要
素
の
う
ち
、
平
均
的
観
察
者
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と

し
て
現
れ
る
諸
要
素
の
み
で
あ
る
。
照
準
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
行
事
の
時
点
に
お
い
て
行
事
の
場
所

に
い
る
部
外
者
で
あ
る
。
こ
の
観
察
者
が
何
よ
り
も
ま
ず
重
要
で
あ
る
の
は
、
集
会
が
一
定
の
時
間
に
一
定
の
場
所
に
現
存
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
世
論
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
優
先
的
に
行
お
う
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
級
行
政
裁
判
所
の
見
解
と
は
異
な

り
、
こ
の
考
察
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
限
定
さ
れ
な
い
。
部
外
者
が
『
現
場
で
』
気
が
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
で
あ
っ
て
も
重
要

で
あ
り
得
る
。
…
…
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
視
点
の
把
握
に
引
き
続
い
て
、
こ
れ
ら
の
視
点
は
そ
の
重
大
性
に
応
じ
て
評
価
さ
れ
、

そ
の
全
体
に
お
い
て
重
要
性
の
程
度
の
点
か
ら
判
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
続
く
の
が
、
全
体
考
慮
の
第
二
段
階
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
例
え
ば
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
及
び
娯
楽
と
い
っ
た
意
見
形
成
を
目
標

と
し
て
い
な
い
当
該
行
事
の
様
態
が
評
価
さ
れ
、
全
体
と
し
て
そ
の
重
要
性
の
程
度
か
ら
判
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
│
第

三
段
階
に
お
い
て
│
、
一
方
に
お
い
て
、
最
初
の
二
つ
の
段
階
に
確
定
さ
れ
た
、
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
関
係
す
る
諸
要
素
の
重

要
性
と
、
他
方
に
お
い
て
、
こ
の
諸
要
素
と
区
別
さ
れ
る
諸
要
素
の
重
要
性
を
、
相
互
に
関
連
付
け
、
平
均
的
観
察
者
の
視
点
か
ら
比
較

（
六
〇
四
）
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
に
挙
げ
た
諸
要
素
が
優
越
す
る
と
き
は
、
当
該
行
事
は
、
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
。
反

対
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
行
事
は
集
会
法
の
保
護
を
享
受
し
な
い
。
い
ず
れ
か
一
つ
の
領
域
の
優
位
を
疑
い
な
く
確
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
行
事
は
集
会
の
よ
う
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
44
）

。」

そ
し
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
個
別
具
体
的
な
事
案
の
検
討
に
入
り
、
上
記
の
諸
原
則
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
上
級
行
政
裁
判
所
の

判
決
は
「
連
邦
法
違
反
に
基
づ
く
」
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
達
し
た
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
上
級
行
政
裁
判
所
が
、
訴
訟
の
対
象
で
あ
る
行
事
は
そ
の
外
観
の
全
体
に
照
ら
し
て
部
外
者
に
お
い
て
は
第
一
次
的
に
音
楽
、
ダ
ン

ス
及
び
娯
楽
行
事
と
し
て
現
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
想
定
し
た
点
に
お
い
て
、
同
裁
判
所
は
、
公
共
の
意
見
形
成
の
関
与
に
向
け
ら
れ

て
い
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
す
べ
て
の
要
素
を
必
要
な
総
合
考
慮
の
枠
内
に
お
け
る
考
察
に
取
り
入
れ
る

と
い
う
基
本
法
八
条
一
項
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
要
請
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
控
訴
裁
判
所
は
、
関
連
す
る
諸
要
素
を
そ

の
全
体
に
お
い
て
重
要
性
の
程
度
の
点
か
ら
評
価
し
、
意
見
形
成
に
関
係
し
な
い
当
該
行
事
の
様
態
の
全
体
的
重
要
性
と
の
比
較
を
行
う

こ
と
も
怠
っ
た
。

上
級
行
政
裁
判
所
は
、
当
該
行
事
の
構
想
に
よ
る
と
、
届
出
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
当
該
行
事
の
諸
要
求
が
、
ト
ラ
ッ
ク
│
そ
の

中
の
四
〇
台
か
ら
五
〇
台
は
伴
走
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
│
に
取
り
付
け
ら
れ
、
部
外
者
に
よ
っ
て
気
付
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
横
断
幕

に
お
い
て
再
現
す
る
こ
と
が
疑
い
な
く
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。
届
出
に
お
い
て
は
、
当
該
行
事
の
テ
ー
マ
と

し
て
、『
金
儲
け
に
よ
る
検
閲
を
す
る
な
』、『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
か
ら
出
て
い
け
』、『
首
都
の
幻
想
の
代
わ
り
に
生

活
を
』、
及
び
『
非
合
法
な
パ
ー
テ
ィ
は
存
在
し
な
い
』
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
要
求
は
、
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向

（
六
〇
五
）
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け
ら
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
要
求
は
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
に
お
い
て
、
そ
れ
自
体
か
ら
は
理
解
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
点

で
は
、
こ
れ
ら
の
要
求
が
、
当
該
行
事
に
際
し
て
配
布
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
ビ
ラ
等
に
お
い
て
詳
し
く
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ビ
ラ
の
サ
ン
プ
ル
は
仮
の
権
利
保
護
手
続
き
の
訴
訟
記
録
に
存
在
し
、
こ
の
記
録
は
、
上
級
行
政

裁
判
所
に
よ
っ
て
明
示
的
に
手
続
き
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
故
、
そ
の
内
容
が
〔
上
級
行
政
裁
判
所
の
〕
部
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
得
る
も

の
で
あ
る
。
上
級
行
政
裁
判
所
に
よ
っ
て
正
当
に
公
共
の
意
見
形
成
の
関
与
の
要
素
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
ビ
ラ
に
お
い
て
は
、
当
該

行
事
が
、
旧
来
の
市
街
地
域
か
ら
の
あ
る
種
の
ス
タ
イ
ル
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
支
持
者
の
排
除
に
、
ク
ラ
ブ
の
閉
鎖
及
び
パ
ー

テ
ィ
の
解
散
に
、
さ
ら
に
は
、『
疑
似
デ
モ
』
で
あ
る
と
こ
ろ
の
商
業
化
し
た
『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
等
が
表
現
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
に
付
け
ら
れ
る
横
断
幕
に
お
け
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
、
具
体
化
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
求
が
集
会
の
属
性
を
帯
び
る
こ
と
を
根
拠
付
け
る
た
め
だ
け
に
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
手
が
か
り
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ

の
要
求
の
真
剣
さ
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
質
的
に
同
じ
構
想
で
直
近
数
年
間
に
行
わ
れ
た
『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
が
集
会

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
状
況
も
、
こ
の
こ
と
に
有
利
な
証
拠
と
な
る
。

上
級
行
政
裁
判
所
は
、
│
そ
の
法
的
立
場
か
ら
す
る
と
首
尾
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
│
す
で
に
当
該
行
事
の
前
段
階
に
お
い
て
そ

の
諸
目
標
及
び
諸
要
求
が
立
ち
入
っ
て
説
明
さ
れ
、
か
つ
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
た
原
告
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
信
も
無
視
し
て
い
る
。

…
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
信
に
お
け
る
記
述
が
、
当
該
行
事
が
公
共
の
意
見
形
成
に
対
し
て
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
の
状
況
証
拠
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
何
人
も
入
手
可
能
で
あ
り
、
当
該
行
事
は
、
│
す
で
に
示
し
た
よ

う
に
│
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
の
諸
要
素
を
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
相
応
す
る
こ
と
は
、
原
告
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に

よ
っ
て
、『
生
活
す
る
価
値
の
あ
る
都
市
に
と
っ
て
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
及
び
ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
い
か
に
重
要
で
あ
る
の
か
』
を
テ
ー

（
六
〇
六
）
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マ
と
し
て
二
〇
〇
一
年
六
月
二
三
日
等
に
行
わ
れ
た
、
政
治
家
を
含
め
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
当
て
は
ま
る
。
当
該
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
呼
び
か
け
は
、
仮
の
権
利
保
護
手
続
き
の
訴
訟
記
録
に
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
の
呼
び
か
け
に
お
い
て
、
訴
訟
の

対
象
で
あ
る
行
事
と
の
関
連
性
が
「F

uckparade presents

」
と
の
指
摘
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
識
で
き
る
。
こ
れ

ら
す
べ
て
の
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
集
会
の
属
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
有
利
な
事
実
上
の
状
況
の
す
べ
て
を

考
察
の
対
象
に
取
り
込
ん
で
、
か
つ
重
要
性
の
程
度
の
点
か
ら
評
価
す
る
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
に
対
応
し
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
連
邦

憲
法
違
反
が
存
す
る

（
45
）

。」

「
公
共
的
意
見
形
成
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
当
該
行
事
の
諸
要
素
と
し
て
、
少
な
く
と
も
、
当
該
行
事
に
際
し
て
配
布
す
る
つ
も
り
で

あ
っ
た
ビ
ラ
、
ト
ラ
ッ
ク
に
付
け
ら
れ
た
横
断
幕
、
原
告
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
信
に
お
け
る
行
事
の
要
求
及
び
目
的
に
つ
い
て
の
説
明
、

前
記
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
人
に
訴
え
る
力
が
大
き
い
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
要
素
か
ら
、
公
共
の
意
見
形
成
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
位
置
を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
均
的
観
察
者
は
、
そ
の

全
体
的
重
要
性
を
高
い
も
の
と
評
価
し
た
は
ず
で
あ
る
。

当
該
行
事
は
、
特
定
の
音
楽
の
演
奏
、
ダ
ン
ス
及
び
娯
楽
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
広
い
領
域
を
占
め
て
お
り
、
そ

の
全
体
的
重
要
性
の
点
に
お
い
て
部
外
者
か
ら
同
じ
よ
う
に
重
要
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。

調
査
さ
れ
た
全
体
的
重
大
性
の
比
較
は
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
及
び
娯
楽
に
向
け
ら
れ
た
諸
要
素
が
平
均
的
観
察
者
の
視
点
か
ら
見
る
と
前

面
に
出
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
の
想
定
を
正
当
化
し
な
い
。
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
意
見
形
成
の
領
域
に
配
置
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
諸
要
素
の
す
で
に
示
し
た
重
大
性
に
か
ん
が
み
る
と
、
む
し
ろ
、
当
該
行
事
は
、
そ
れ
が
開
催
さ
れ
て
い
た
場
合
、
そ
の
全
体
的
特
徴

に
照
ら
し
て
、
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
排
除
で
き
な
い
。
と
く
に
あ
る
種
の
テ
ク
ノ
・

（
六
〇
七
）
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ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
昔
か
ら
あ
る
演
奏
場
所
の
維
持
の
要
求
、
及
び
、『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
の
枠
組
み
に
お
け
る
こ
の
音
楽
の
商
業
化
に
対

す
る
批
判
が
当
該
行
事
を
特
色
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
及
び
娯
楽
の
部
分
が
諸
要
求
の
内
容
を
聞
い
て
も

ら
う
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
と
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
関
連
に
お
い
て
は
、
当
該
行
事
に
お
い
て
演
奏
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
音
楽
は
、
提
出
し
た
諸
要
求
の
本
質
的
基
準
点
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
部
外
者
が
気
が
付
か
な
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
』
の

全
体
的
特
徴
を
疑
い
な
く
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
を
集
会
と
し
て
扱
う
こ
と
が
憲
法
上
要
請
さ
れ
て
い
た

（
46
）

。」

Ⅴ　

判
例
の
整
理
と
今
後
の
課
題

（
一
）　

本
稿
は
、
〇
一
年
決
定
（
及
び
〇
一
年
部
会
決
定
）
が
示
し
た
「
集
会
」
の
概
念
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
で
は
、
あ
る
行
事
が

「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
と
い
う
点
に
焦
点
を
当
て
て
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
二
日
連
邦
憲
法
裁

判
所
第
一
法
廷
第
一
部
会
決
定
（
〇
一
年
部
会
決
定
）
及
び
二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
（
〇
七
年
判
決
）
を
詳
し
く

紹
介
し
た
。
あ
る
行
事
が
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
の
判
例
理
論
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
（
下
記
の
①
及
び
②
は
〇
一
年
部
会
決
定
に
お
い
て
示
さ
れ
、
下
記
の
③
は
〇
七
年
判
決
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
。）。

①　

基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
と
は
、「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
を
目
的
と
す
る
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
す
る
た
め
の
、

一
定
の
場
所
に
お
け
る
多
数
人
の
会
合
」
で
あ
る

（
47
）

。「
民
衆
の
祭
」、「
娯
楽
行
事
」、「
生
き
る
喜
び
を
た
ん
に
見
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
行

（
六
〇
八
）
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事
」
及
び
「
楽
し
み
と
娯
楽
の
向
け
ら
れ
た
公
開
の
大
規
模
パ
ー
テ
ィ
と
し
て
企
画
さ
れ
た
行
事
」
は
「
集
会
」
に
含
ま
れ
な
い
。

②　

集
会
は
、
当
該
集
会
が
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
目
的
を
音
楽
と
ダ
ン
ス
を
使
用
し
て
実
現
す
る
場
合
で
も
、
集
会
の
保
護
範

囲
に
含
ま
れ
る
が
、
音
楽
行
事
及
び
ダ
ン
ス
行
事
は
、
そ
の
機
会
に
意
見
表
明
も
行
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
全
体
と
し
て
基
本

法
八
条
の
意
味
に
お
け
る
集
会
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
該
行
事
が
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
楽

し
み
、
ダ
ン
ス
又
は
娯
楽
の
目
的
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
法
的
判
断
が
行
わ
れ
る
。
疑
い
が
残
る
場
合
に
は
、
集
会
の
高

い
ラ
ン
ク
か
ら
、
当
該
行
事
は
集
会
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
と
の
効
果
が
生
じ
る
。

③　

あ
る
行
事
が
、
公
共
の
意
見
形
成
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
要
素
と
、
他
の
目
的
に
役
立
つ
要
素
を
含
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
こ
の

「
混
合
」
行
事
が
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
判
断
は
、
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
事

情
の
総
合
考
慮
の
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

総
合
考
慮
は
三
段
階
で
行
わ
れ
る
。
審
査
の
第
一
段
階
に
お
い
て
は
、
計
画
さ
れ
た
行
事
の
様
態
の
う
ち
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与

を
目
標
と
す
る
も
の
が
把
握
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
平
均
的
観
察
者
の
視
点
か
ら
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
分
か
る
要

素
が
考
察
の
対
象
に
含
め
ら
れ
る
。
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
視
点
の
把
握
に
引
き
続
い
て
、
こ
れ
ら
の
視
点
が
そ
の
重
大
性
に
応

じ
て
評
価
さ
れ
、
そ
の
全
体
に
お
い
て
そ
の
重
要
性
の
程
度
が
判
定
さ
れ
る
。
審
査
の
第
二
段
階
に
お
い
て
は
、
意
見
表
明
に
関
係
の
な

い
当
該
集
会
の
様
態
が
調
査
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
態
様
が
評
価
さ
れ
、
全
体
と
し
て
そ
の
重
要
性
が
判
定
さ
れ
る
。
審
査
の
第
三
段
階
に

お
い
て
は
、
公
共
の
意
見
形
成
に
関
係
す
る
諸
要
素
と
こ
の
要
素
か
ら
区
別
さ
れ
る
諸
要
素
を
相
互
に
関
係
付
け
、
平
均
的
観
察
者
の
視

点
か
ら
比
較
さ
れ
る
。
前
者
の
諸
要
素
が
優
越
す
る
と
き
は
、
当
該
行
事
は
、
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
。
反
対
の
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
行
事
は
集
会
法
の
保
護
を
享
受
し
な
い
。
い
ず
れ
か
一
つ
の
領
域
の
優
位
を
疑
い
な
く
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

（
六
〇
九
）
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い
と
き
は
、
当
該
行
事
は
集
会
の
よ
う
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
七
年
判
決
の
示
し
た
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
は
、
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
本
稿
は
、
集
会
該
当
性
の

判
断
方
法
に
つ
い
て
一
般
論
を
述
べ
た
部
分
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
所
が
一
定
の
判
断
方
法
（
と
く
に
〇
一
年
部
会
決
定
が
示
し
た
判
断
方
法
）

に
依
拠
し
て
個
別
具
体
的
な
事
案
に
つ
い
て
判
断
を
し
た
部
分
、
す
な
わ
ち
個
別
具
体
的
な
事
案
の
検
討
の
部
分
も
可
能
な
限
り
詳
し
く

紹
介
す
る
と
い
う
方
針
を
採
用
し
た
た
め
、
当
初
の
構
想
よ
り
も
大
部
の
も
の
と
な
り
、
記
述
が
冗
長
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
の
有
用
性
は
、
個
別
具
体
的
な
事
案
の
検
討
と
切
り
離
し
て
検
討
・
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
事
情
に
か
ん
が
み
て
、
本
稿
の
論
述
方
法
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
二
）　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
示
し
た
集
会
の
概
念
は
、
学
説
に
お
い
て
│
少
な
く
と
も
主
要
な
教
科
書
や
コ

ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
限
っ
て
言
え
ば
│
必
ず
し
も
受
け
入
れ
て
お
ら
ず
、
広
義
説
の
立
場
を
採
る
学
説
が
存
外
に
多
い
と
い
う
印
象
を
筆
者

は
抱
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
筆
者
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
解
釈
が
学
説
（
と
く
に
〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
一
年
決
定
の
前
に
広
義
説
を
採
っ

て
い
た
学
説
）
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
理
由
は
、「
集
会
」
の
概
念
を
め
ぐ
る
狭
義
説
（
及
び
修
正
狭
義
説
）
と
広
義
説
の
対
立
は
、

そ
の
基
層
に
あ
る
基
本
権
理
論
の
違
い
に
帰
着
す
る
部
分
も
あ
り
、
広
義
説
を
採
る
学
説
が
狭
義
説
（
及
び
修
正
狭
義
説
）
の
立
場
に
歩
み

寄
る
の
は
原
理
的
に
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る

（
48
）

が
、
基
本
権
理
論
に
お
け
る
原
理
的
対
立

は
さ
て
お
き
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
集
会
概
念
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
目
的
」
と
す
る
会
合
で
あ
り
、
基
本
法
八
条
の

保
護
を
受
け
る
集
会
と
、「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
目
的
」
と
し
な
い
会
合
で
あ
り
、

（
六
一
〇
）
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基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
な
い
単
な
る
集
ま
り
と
の
境
界
線
引
き
は
極
め
て
困
難
で
は
な
い
か
、
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ

ペ
ン
ホ
イ
ア
ー
（O

tto D
epenheuer

）
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
解
釈
は
、
実
務
上
の
観
点
か
ら
は
、
あ
る
行
事
が
「
全
体
的
特
徴
」
に

よ
る
と
「
楽
し
み
又
は
娯
楽
の
目
的
」
が
中
心
で
あ
っ
て
、
法
的
意
味
の
集
会
で
は
な
い
と
評
価
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
っ
た
「
困
難
で
、

決
断
主
義
的
に
し
か
解
決
で
き
な
い
境
界
線
画
定
及
び
衡
量
問
題
」
に
帰
着
す
る
、
と
批
判
し
て
い
る

（
49
）

。
ま
た
、
カ
ー
ル
（W

olfgang 

K
ahl

）
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
今
後
（
〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
一
年
決
定
以
後
）、
数
多
く
の
個
別
事
案
に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
文
化

の
新
た
な
形
態
を
、
重
点
が
娯
楽
に
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
公
共
の
意
見
形
成
に
あ
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
つ
ね
に
審
査
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
が
、
こ
の
限
界
が
流
動
的
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
指
摘
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
（
及
び
そ
の
他
の
裁
判
所
）
の
判
例
に

お
け
る
「
明
確
性
と
法
的
安
定
性
の
喪
失
」
を
批
判
し
て
い
る

（
50
）

。
し
か
し
、
筆
者
は
、
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
る
集
合
と
基
本
法
八

条
の
保
護
を
受
け
な
い
た
ん
あ
る
集
ま
り
の
境
界
線
引
き
の
困
難
性
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
解
釈
の
決
定
的
な
弱
点
と
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る

（
51
）

。
何
故
な
ら
、
集
会
該
当
性
の
判
断
基
準
・
判
断
手
法
が
示
さ
れ
、
各
裁
判
所
に
よ
る
事
例
判
断
が
蓄
積
さ
れ
て
い

け
ば
、
各
裁
判
所
に
お
い
て
集
会
該
当
性
に
関
し
て
そ
れ
な
り
に
安
定
的
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
り
、
境
界
線
引
き
の

困
難
性
は
時
の
経
過
と
と
も
に
あ
る
程
度
は
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す
で

に
（
Ⅲ
及
び
Ⅳ
に
お
い
て
）
示
し
た
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
及
び
連
邦
行
政
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
る
集
会

と
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
な
い
単
な
る
集
ま
り
と
の
境
界
線
引
き
を
す
る
判
断
基
準
や
そ
の
際
の
考
慮
要
素
と
い
っ
た
集
会
該
当
性

の
審
査
方
法
が
す
で
に
構
築
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
審
査
方
法
が
、
個
別
的
・
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
裁
判
官
が

そ
れ
な
り
に
安
定
的
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
理
論
的
枠
組
み
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
こ
の
評
価
を
行

う
た
め
に
は
、
〇
一
年
部
会
決
定
（
及
び
〇
一
年
決
定
）
と
〇
七
年
判
決
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
判
断
枠
組
み
に
、
と
く
に
〇
七
年
判
決
が

（
六
一
一
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

九
五

展
開
し
た
「
三
段
階
審
査

（
52
）

」
に
依
拠
し
て
集
会
該
当
性
を
判
断
し
た
最
近
の
判
例
を
さ
ら
に
綿
密
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
近
の
判

例
の
分
析
は
、
別
途
論
文
を
作
成
し
て
取
り
組
む
べ
き
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
修
正
狭
義
説
の
立
場
を
採
る
ガ
イ
ス
（M

ax-E
m
anuel G

eis

）
は
、
狭
義
説
は
基
本
法
八
条
に
内
在
す
る
人
格
発
展
の
要
素
を

過
度
に
表
舞
台
か
ら
退
か
せ
て
、
集
会
の
自
由
を
「
主
と
し
て
民
主
的
・
政
治
的
制
度
」
に
縮
減
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
間
接
的

に
、
会
合
の
「
内
容
的
評
価
」
が
な
さ
れ
る
「
突
破
口
」
│
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
は
こ
の
危
険
に
対
し
て
特
別
の
保
護
を
受
け

る
に
値
す
る
│
が
生
じ
る
か
ら
、
内
容
上
の
限
定
を
す
る
意
味
が
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
│
「
公
共
的
事
項
の
討
議
」
と
い
う
基
礎

と
な
る
基
準
に
よ
っ
て
精
密
な
確
定
が
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
│
と
批
判
し
て
い
る

（
53
）

。
こ
れ
に
対
し

て
、
ホ
フ
マ
ン
＝
リ
ー
ム
（W

olfgang H
off m

ann-R
iem

）
は
、
第
一
に
、「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
」
の
概
念
は
広
く
、
こ
の
概
念

の
争
い
│
狭
義
説
と
修
正
狭
義
説
と
の
争
い
│
は
実
際
の
事
案
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
い
こ
と

（
54
）

、
第
二
に
、
連
邦
憲
法
裁
判

所
は
、
憲
法
上
の
「
集
会
」
と
単
な
る
集
ま
り
と
の
境
界
線
を
引
く
困
難
性
に
つ
い
て
、「
疑
い
が
残
る
場
合
に
は
、
集
会
の
自
由
の
高

い
ラ
ン
ク
か
ら
、
当
該
行
事
は
集
会
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
と
の
効
果
が
生
じ
る
」
と
の
「
疑
い
が
残
る
場
合
の
ル
ー
ル
」
に
よ
っ
て
対
処

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
上
記
の
「
疑
い
が
残
る
場
合
の
ル
ー
ル
」
は
、
国
家
権
力
の
担
い
手
に
よ
る
集
会
の
自
由
の
制
約
の
濫

用
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
、「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
」
の
広
汎
性
と
上
記
ル
ー
ル
は
、
多
元
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
は
、

公
共
の
意
見
形
成
の
過
程
に
何
を
提
出
す
る
か
は
集
会
参
加
者
の
自
己
理
解
に
支
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
考
慮
し
て
お
り
、
疑
い
が
残
る

場
合
に
は
、
何
を
公
共
の
意
見
形
成
の
対
象
を
し
て
よ
い
か
を
集
会
の
自
由
を
犠
牲
に
し
て
決
定
す
る
権
限
を
国
家
に
与
え
る
も
の
で
は

な
い
、
と
反
論
し
て
い
る

（
55
）

。
ホ
フ
マ
ン
＝
リ
ー
ム
の
反
論
に
説
得
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
〇
一

年
部
会
決
定
に
お
い
て
示
さ
れ
、
〇
七
年
判
決
に
お
い
て
集
会
該
当
性
を
肯
定
す
る
判
断
の
決
め
手
と
さ
れ
た
「
疑
い
が
残
る
場
合
の

（
六
一
二
）
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ル
ー
ル
」
が
、
〇
七
年
判
決
以
降
の
判
例
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
綿
密
に
分
析
す
る
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
言
え
よ
う
。
最
近
の
ド
イ
ツ
の
判
例
に
お
い
て
「
疑
い
が
残
る
場
合
の
ル
ー
ル
」
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
焦

点
を
当
て
て
判
例
の
展
開
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
・
検
討
す
る
作
業
は
、
別
個
独
立
の
論
文
を
作
成
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
も

今
後
の
課
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

Ⅵ　

結
び
に
代
え
て

最
後
に
、
結
び
に
代
え
て
、
山
本
の
問
題
提
起
に
対
し
て
若
干
の
感
想
を
述
べ
た
い
。「
反
原
発
デ
モ
と
し
て
、
若
者
を
中
心
に
行
わ

れ
て
い
る
『
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
』」
が
憲
法
二
一
条
一
項
の
保
障
す
る
「
集
会
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、

ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、
憲
法
二
一
条
一
項
の
保
障
す
る
「
集
会
」
の

概
念
の
定
義
を
示
し
た
上
で
、
個
別
の
「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」
に
つ
い
て
、
各
々
の
事
情
を
踏
ま
え
て
個
別
具
体
的
に
そ
の
集
会
該
当
性
を

判
断
す
る
と
い
う
手
順
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
立
場
か
ら
は
、「『
集
団
行
動
の
自

由
』
を
再
検
討
す
る
な
か
で
、
憲
法
学
的
に
も
し
っ
か
り
議
論
す
」
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
憲
法
二
一
条
一
項
の
保
障
す
る

「
集
会
」
の
概
念
の
定
義
と
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
を
示
す
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
残
念
な
が
ら
、
筆
者
の
研
究
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
憲
法
二
一
条
一
項
の
保
障
す
る
「
集
会
」
の
概
念
に
つ
い
て
自
ら
の
解
釈
論

を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
も
同
じ
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

山
本
の
問
題
提
起
に
対
し
て
こ
れ
以
上
の
コ
メ
ン
ト
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
思
考
実
験
と
し
て
、
か
り
に
ド
イ
ツ
連
邦

（
六
一
三
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

九
七

憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
「
集
会
」
の
定
義
と
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
を
前
提
と
し
て
「
反
原
発
デ
モ
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
サ
ウ

ン
ド
デ
モ
」
が
憲
法
上
の
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
る
と
、「
反
原
発
デ
モ
」
が

「
サ
ウ
ン
ド
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
大
音
量
で
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
系
や
パ
ン
ク
系
の
音
楽
を
流
し
た
り
、
楽
器
を
弾
い
た
り
」
す

る
「『
音
』
に
よ
る
身
体
的
・
感
覚
的
な
集
合
的
沸
騰
」
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
も
、「『
音
』
に
よ
る
身
体
的
・
感
覚
的
な
集
合

的
沸
騰
」
が
公
共
的
事
項
に
関
す
る
意
見
表
明
の
手
段
と
し
て
な
さ
れ
る
限
り
、
こ
の
「
反
原
発
デ
モ
」
が
憲
法
二
一
条
一
項
の
保
障
す

る
「
集
会
」
に
該
当
す
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
筆
者
が
文
献
等
で
知
り
得
た
情
報

（
56
）

に
依
拠
す
る
限
り
で

は
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」
に
お
い
て
は
、「『
音
』
に
よ
る
身
体
的
・
感
覚
的
な
集
合
的
沸
騰
」
は
「
反
原
発
」
な

ど
の
公
共
的
事
項
に
関
す
る
意
見
表
明
を
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、「
反
原
発
」
な
ど
の
意
見
表
明
の
要
素
が
そ
の
全

体
的
特
徴
を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」
は
通
常
の
場
合
は
憲
法
上
の
集
会
に
該
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
な
お
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
憲
法
上
の
「
集
会
」
該
当
性
の
判
断
は
あ
く
ま
で
も
具
体
的
事
案
に
即
し
た
個
別
的

判
断
で
あ
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」
一
般
に
つ
い
て
そ
の
集
会
該
当
性
を
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
57
）

。
以
上
が
、
山
本

の
問
題
提
起
に
対
す
る
筆
者
の
感
想
で
あ
る
。

（
1
） 

中
林
暁
生
・
山
本
龍
彦
「
連
載
を
振
り
返
っ
て　

そ
の
二
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
九
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
四
頁
以
下
（
六
〇
頁
）〔
山
本
発

言
〕。

（
2
） 

A
xel T

esch
en

tsch
er, V

ersam
m
lungsfreiheit und E

ventkultur, N
V
w
Z
 2001, S

. 1243.

（
3
） 

グ
ジ
ィ
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
（C

h
ristoph

 G
u

sy, L
ehrbuch der V

ersam
m
lungsfreiheit ‒ B

V
erfG

E
 69, 315, JuS

 1986, S
. 608

）。

（
六
一
四
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

九
八

（
4
） B

V
erfG

E
 69, 315. 

ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
に
つ
い
て
は
、
赤
坂
正
浩
「
基
本
法
八
条
の
集
会
の
自
由
と
集
会
法
に
よ
る
規
制
│
ブ
ロ
ッ
ク

ド
ル
フ
決
定
│
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
（
栗
城
壽
夫
・
戸
波
江
二
・
根
森
健
編
集
代
表
）『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
（
第
二
版
）』（
信
山
社
、

二
〇
〇
三
年
）
二
四
八
頁
以
下
（
赤
坂
正
浩
『
立
憲
国
家
と
憲
法
変
遷
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
三
七
頁
以
下
に
所
収
）
に
よ
る
紹
介
と
解

説
が
あ
る
。

（
5
） 

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
に
お
い
て
、
基
本
法
八
条
は
、「
集
会
及
び
行
進
を
│
た
ん
な
る
集
ま
り
や
大
衆
娯
楽
と
は
異

な
っ
て
│
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
標
と
し
て
い
る
共
同
の
発
展
の
表
現
と
し
て
保
護
し
て
い
る
」
と
こ
ろ
、「
こ
の
保
護
は
、
論
拠
が
示
さ
れ
、

か
つ
論
議
さ
れ
る
集
会
に
限
定
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
非
言
語
的
な
表
現
形
態
に
至
る
ま
で
の
多
様
な
形
態
の
共
同
行
動
を
含
む
。
集
会
の
自
由
が
広

告
的
な
又
は
人
目
を
引
く
意
見
表
明
を
す
る
目
的
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
性
格
を
有
す
る
行
事
も
、
こ
れ

に
含
ま
れ
る
。」
と
説
示
し
た
（B

V
erfG

E
 69, 315 

（342 f.

））。
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
が
「
集
会
」
の
概
念
を
明
確
に
示
さ
な
か
っ
た
の
は
、

同
決
定
が
「
反
原
発
デ
モ
」
の
事
案
で
、
ま
さ
に
憲
法
上
の
集
会
の
典
型
事
例
で
あ
り
、
憲
法
上
の
「
集
会
」
の
境
界
線
を
画
定
す
る
必
要
が
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
） B

V
erfG

-K
 N

JW
 2001, S

. 2459 

（2460
）.

（
7
） B

V
erfG

E
 104, 92 

（104 f.

）

（
8
） 

岡
田
俊
幸
「
ド
イ
ツ
基
本
法
に
お
け
る
『
集
会
』
の
概
念
」
工
藤
達
朗
・
西
原
博
史
・
鈴
木
秀
美
・
小
山
剛
・
毛
利
透
・
三
宅
雄
彦
・
斎
藤
一

久
編
『
戸
波
江
二
先
生
古
稀
記
念　

憲
法
学
の
創
造
的
展
開　

上
巻
』（
信
山
社
、
二
〇
一
七
年
）
六
〇
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
9
） 

岡
田
俊
幸
「
ド
イ
ツ
基
本
法
に
お
け
る
『
集
会
』
の
概
念
を
め
ぐ
る
最
近
の
議
論
」
法
学
研
究
（
慶
應
義
塾
大
学
）
九
一
巻
一
号
（
二
〇
一
八

年
刊
行
予
定
）
を
参
照
。

（
10
） B

V
erw

G
E
 129, 42.

（
11
） 

「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
」
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w
.chaostage.de

な
ど
を
読
ん
だ
が
、
こ
れ
を
短
く
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
本
文
で
は
、

Joh
an

n
es D

eger, S
ind C

hos-T
age und T

echno-P
araden V

ersam
m
lungen?, N

JW
 1997, S

. 923 

（923

）
の
表
現
を
借
り
た
。
な
お
、

一
九
九
五
年
の
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
に
お
い
て
参
加
者
と
警
察
官
と
の
間
で
「
市
街
戦
」
が
発
生
し
た
こ
と
を
報
じ
る
地
元
紙
の
記
事
を
イ
ン
タ
ー

（
六
一
五
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

九
九

ネ
ッ
ト
上
で
見
つ
け
た
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

（
12
） V

G
 H

annover N
V
w
Z
-R

R
 1997, S

, 622.
（
13
） 
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
行
政
裁
判
所
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
に
加
え
て
、
広
義
説
を
主
張
す
る
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
（R

om
an H

erzog

）
の
学
説

（
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
岡
田
・
前
掲
注（
8
）六
一
〇
頁
以
下
で
詳
し
く
紹
介
し
て
お
い
た
。）
を
引
用
し
て
、
基
本
法
八
条
の
集
会

が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
参
加
者
の
間
に
「
一
定
の
内
的
結
合
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
参
加
者
が
一
緒
に
い
る
「
共
通
の
意
思
」
を

有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
人
の
集
ま
り
の
「
こ
の
内
的
結
び
付
き
」
が
集
会
の
本
質
を
形
成
し
、「
個
人
を
超
え
た
全
体
」
で
あ
る
と

の
参
加
者
の
自
己
理
解
を
も
た
ら
す
こ
と
、
さ
ら
に
、「
自
己
組
織
」
の
あ
る
種
の
集
団
的
効
果
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
意
見
の
対
立
す
ら
も
集

会
の
対
象
を
形
成
し
得
る
し
、
異
な
る
集
団
の
緩
や
か
な
併
存
も
集
会
の
概
念
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
共
通
の
意
思
の
要
件
は
広
く
捉
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
行
政
裁
判
所
が
広
義
説
の
採
用
に
踏
み
切
っ
た
と
言
え
る
か
は
疑
問

で
あ
る
。

（
14
） V

G
 H

annover N
V
w
Z
-R

R
 1997, S

, 622 

（623

）.

（
15
） 

本
文
の
説
明
は
、D

r. M
otte: W

ir donnerten unseren S
ound in die S

tadt. B
ericht, 01. Juli 2009, S

piegel O
nline; D

ie erste 

L
ove P

arade: W
ir konnten nichts m

ehr m
achen. B

ericht, D
er S

piegel, 31/2010, S
. 21

に
基
づ
く
。

（
16
） 

H
a

n
s-W

ern
er L

a
u

bin
ger/

U
lrich

 R
ep

kew
itz, D

ie V
ersam

m
lung in der verfassungs- und verw

altungsgerichtlichen 

R
echtsprechung, 

（1. T
eil

） V
erw

A
rch. 2001, S

. 585, 
（586

）
の
記
述
に
基
づ
く
。

（
17
） V

G
 B

erlin, B
eschluss vom

 24. Juni 1997 ‒ 1 A
 221.97 ‒, juris.

（
18
） 

控
訴
審
で
あ
る
一
九
九
七
年
七
月
四
日
ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
決
定
も
同
様
で
あ
る
（O

berverw
altungsgericht B

erlin, B
eschluss 

vom
 04. Juli 1997 ‒ 1 S

N
 154.97 ‒, juris; N

JW
 1998, S

.1423 f.
）。

（
19
） V

G
 B

erlin, B
eschluss vom

 9. July 1998 ‒ 1 A
 293.98 ‒, juris.

（
20
） 

L
au

bin
ger/

R
epkew

itz

（F
n. 16

）, S
.587 f.

（
21
） 

D
eger 

（F
n. 11

）, S
. 923 f.

（
六
一
六
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
〇
〇

（
22
） 

D
eger 

（F
n. 11

）, S
. 924.

（
23
） 

D
eger 

（F
n. 11

）, S
. 925.

（
24
） 

A
n

n
a D

eu
telm

oser, A
ngst vor den F

olgen eines w
eiten V

ersam
m
lungsbegriff s?, N

V
w
Z
 1999, S

. 240 

（242

）. 

ド
イ
テ
ル
モ
ー

ザ
ー
は
、
集
会
の
概
念
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
基
本
法
五
条
の
保
護
は
、
私
的
な
見
解
表
明
も
、
ま
た
公
共
的
な
見
解
表
明
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
表

明
さ
れ
た
意
見
か
ら
の
「
没
価
値
性
（W

ertfreiheit

）」
を
特
徴
と
す
る
、
と
い
う
が
一
般
的
意
見
で
あ
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
と
っ
て
の
意
見

表
明
の
自
由
の
原
理
的
価
値
は
、「
私
的
な
、
重
要
で
は
な
い
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
知
的
で
は
な
い
見
方
」
が
基
本
法
五
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
低
下
し
な
い
、
と
指
摘
し
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
非
政
治
的
な
行
事
や
市
民
階
級
を
挑
発
す
る
か
も
し
れ
な
い
行
事
が
集
会
の
自
由

に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
と
し
て
も
、
集
会
の
自
由
の
特
別
の
重
要
性
は
存
続
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
政
治
的
又
は
公
共
的
事
項
」
に
関
す
る
討
論

又
は
意
見
表
明
に
集
会
の
概
念
を
限
定
し
よ
う
と
す
る
狭
義
説
は
拒
否
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
（D

eu
telm

oser 

（F
n. 24

）, S
. 

240 f.

）。
つ
ぎ
に
、
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
に
よ
る
と
、
基
本
法
八
条
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
目
標
と
し
て
い
る
共
同
の
発
展
」
と
し
て
の
集
会
を
保
護
し
て
お
り
、
こ
れ
は
基
本
法
八
条
の
「
広
い
保
護
範
囲
」
の
採
用
を
帰
結
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
以
降
、
修
正
狭
義
説
と
広
義
説
の
区
別
は
不
要
に
な
っ
た
と
主
張
し
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
を
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
標
と
し
て
い
る
共
同
の
発
展
」
を
目
的
と
す
る
多
数
人
の
あ
ら
ゆ
る
会
合
と
解
釈
し
て
い
る
（D

eu
telm

oser 

（F
n. 24

）, S
. 

242

）。

（
25
） 

D
eu

telm
oser 

（F
n. 24

）, S
. 242. 

な
お
、
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、「
も
っ
ぱ
ら
営
利
的
な
行
事
」
を
実
施
し
、
又
は
こ
れ
に
参
加
す
る
者

は
集
会
の
自
由
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
い
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
第
一
に
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、「
共
同
の
目
的
追
求
」
が
欠

け
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、「
純
粋
に
経
済
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
」
会
合
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
の
保
護
さ
れ
た
集
会
と
結
び
付
い
て
い

る
特
権
が
正
当
化
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、Scientology

教
会
に
関
す
る
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
決
（N

V
w
Z
 

1995, S
. 473

）
を
参
考
に
し
て
、「
部
分
的
に
営
利
的
な
行
事
」
に
つ
い
て
は
基
本
法
八
条
の
適
用
を
肯
定
し
て
い
る
。
集
会
の
開
催
に
は
著
し
い

費
用
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
填
す
る
た
め
に
「
部
分
的
に
営
利
的
な
活
動
」
が
必
要
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
規
模
デ

モ
に
お
い
て
は
、
集
会
の
実
施
を
プ
ロ
の
主
催
者
に
委
ね
る
こ
と
が
通
常
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
プ
ロ
の
主
催
者
の
み
が
、
集
会
法
に
よ
っ
て
集
会

（
六
一
七
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

一
〇
一

の
指
導
者
に
課
せ
ら
れ
た
包
括
的
な
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
高
い
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

た
と
え
商
品
の
販
売
や
宣
伝
契
約
な
ど
に
よ
っ
て
主
催
者
や
参
加
者
の
金
銭
的
利
益
が
確
保
さ
れ
た
と
し
て
も
、
集
会
の
自
由
の
保
護
は
存
続
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、「
純
粋
な
娯
楽
行
事
」
も
集
会
の
自
由
の
保
護
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
に
よ
る
と
、「
純
粋
な
娯
楽
行
事
」
に
含
ま
れ
る
の
は
、「
消
費
」
の
み
が
意
図
さ
れ
、
演
奏
者
・
上

映
者
と
聴
衆
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
に
至
ら
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
や
映
画
上
映
で
あ
る
（D

eu
telm

oser 

（F
n. 24

）, S
. 242 f.

）。

（
26
） 

清
掃
費
用
の
負
担
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
途
論
文
を
作
成
し
、
一
九
九
八
年
九
月
六
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
（B

V
erw

G
E
 80, 158 und 

164

）
や
文
献
（W

in
fried

 B
roh

m
, D

em
onstrationsm

üll und S
traßenreinigung, JZ

 1989, S
. 324

）
を
紹
介
・
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
27
） 

D
eu

telm
oser 

（F
n. 24

）, S
. 243. 

ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、
本
文
で
述
べ
た
清
掃
費
負
担
の
問
題
に
加
え
て
、
集
会
の
自
由
は
集
会
の
場
所
、

時
間
、
方
法
及
び
内
容
に
関
す
る
自
己
決
定
権
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
第
三
者
の
基
本
権
と
衝
突
し
た
場
合
に
基
本
法
八
条
が
つ
ね
に

優
位
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
実
践
的
整
合
性
」
の
原
則
が
妥
当
し
、
基
本
権
の
衝
突
の
場
合
、
集
会
が
主
と

し
て
私
的
な
目
的
の
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
、
公
共
の
意
見
形
成
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
ラ
ブ
パ

レ
ー
ド
及
び
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
等
の
開
催
と
結
び
付
い
た
危
険
は
、
集
会
法
の
道
具
で
十
分
に
対
処
で
き
る
こ
と
等
を
指
摘
し
、「
広
い
集
会
概
念

の
効
果
に
対
す
る
不
安
に
は
根
拠
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
総
括
し
て
い
る
（D

eu
telm

oser 

（F
n. 24

）, S
. 243 f.

）。

（
28
） 

M
iach

ael K
n

iesel, V
ersam

m
lungs- und D

em
onstrationsfreiheit, N

JW
 2000, S

. 2857 

（2857 f.

）.

（
29
） 

K
n

iesel 

（F
n. 28

）, S
. 2858.

（
30
） 

K
n

iesel 

（F
n. 28

）, S
. 2858.

（
31
） 

D
ieter W

iefelspü
tz, A

ktuelle P
roblem

e des V
ersam

m
lungsrechts in der H

auptstadt B
erlin, D

Ö
V
 2001, S

. 21 

（21 f.

）.

（
32
） B

V
erfG

-K
, N

JW
 2001, S

. 2459

は
事
実
の
記
載
を
か
な
り
省
略
し
て
お
り
、
以
下
の
記
述
は
、B

V
erfG

, A
blehnung einstw

eilige 

A
nordnung vom

 12. Juli 2001 ‒ 1 B
vQ

 28/01, 1 B
vQ

 30/01 ‒, juris
に
基
づ
く
。

（
33
） 

ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
七
月
六
日
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
決
定
の
一
部
が
、L

au
bin

ger/
R

epkew
itz

（F
n. 16

）, S
.591

に

引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
六
一
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
〇
二

（
34
） 

フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
六
月
六
日
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
決
定
は
、http://fuckparade.org/recht/2001-06-28

に
全

文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
記
述
は
こ
れ
に
基
づ
く
。

（
35
） 
二
〇
〇
一
年
七
月
六
日
ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
決
定
は
、http://fuckparade.org/recht/2001-07-06

に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

以
下
の
記
述
は
こ
れ
に
基
づ
く
。

（
36
） 

〇
一
年
部
会
決
定
の
展
開
し
た
、「
集
会
」
の
概
念
に
関
す
る
解
釈
論
に
つ
い
て
は
、
岡
田
・
前
掲
注（
8
）六
一
六
頁
以
下
で
紹
介
し
て
お
い

た
。

（
37
） B

V
erfG

-K
, N

JW
 2001, S

. 2459 

（2460

）.

（
38
） 

原
告
は
、
予
備
的
に
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
の
二
〇
〇
一
年
五
月
一
四
日
付
け
の
通
知
が
違
法
で
あ
っ
た
こ
と
の
確
認
も
求
め
て
い
る
が
、
こ

の
訴
え
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。

（
39
） V

G
 B

erlin, U
rteil vom

 23. N
ovem

ber 2004 ‒ 1 A
 271.01 ‒, juris.

（
40
） V

G
 B

erlin, U
rteil vom

 23. N
ovem

ber 2004 ‒ 1 A
 271.01 ‒, juris, R

n. 29.

（
41
） O

berverw
altungsgericht B

erlin-B
randenburg, U

rteil vom
 02. M

ai 2006 ‒ O
V
G
 1 B

 4.05 ‒, juris.

（
42
） O

berverw
altungsgericht B

erlin-B
randenburg, U

rteil vom
 02. M

ai 2006 ‒ O
V
G
 1 B

 4.05 ‒, juris, R
n. 30.

（
43
） B

V
erw

G
E
 129, 42 

（47

）.

（
44
） B

V
erw

G
E
 129, 42 

（47 ff .

）.

（
45
） B

V
erw

G
E
 129, 42 

（49 f.

）.

（
46
） B

V
erw

G
E
 129, 42 

（51 f.

）.

（
47
） 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
〇
一
年
決
定
は
、
〇
一
年
部
会
決
定
の
示
し
た
「
集
会
」
の
定
義
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
基
本
法
八
条
の

「
集
会
」
と
は
「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
目
的
と
す
る
一
定
の
場
所
に
お
け
る
多
数
人
の
会
合
」

を
言
う
と
判
示
し
た
。

（
48
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
岡
田
・
前
掲
注（
9
）で
若
干
の
検
討
を
加
え
て
お
い
た
。

（
六
一
九
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

一
〇
三

（
49
） 

O
tto D

epen
h

eu
er, in: T

heodor M
aunz/G

ünter D
ürig, K

om
m
entar zum

 G
rundgesetz, A

rt. 8 

（L
fg. 48 N

ovem
ber 2006

） R
n. 

52.
（
50
） 

W
olfgan

g K
ah

l, V
om

 w
eiten S

chutzbereich zum
 engen G

ew
ährleistungsgehalt, D

er S
taat 2004, S

. 167 

（194 f.

）.

（
51
） 
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
る
集
合
と
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
な
い
単
な
る
集
ま
り
と
の
区
別
の
困
難
性
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
示
し
た

解
釈
の
決
定
的
な
弱
点
と
は
な
ら
な
い
理
由
と
し
て
は
、
さ
ら
に
、
広
義
説
や
修
正
狭
義
説
に
お
い
て
も
、
憲
法
上
の
「
集
会
」
が
「
公
共
の
意
見

形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
目
的
と
す
る
」
も
の
か
ど
う
か
は
制
約
の
正
当
化
の
段
階
で
考
慮
せ
ざ
る
を
得
ず
、

広
義
説
や
修
正
狭
義
説
も
、
基
本
法
八
条
の
保
護
を
強
く
受
け
る
集
合
と
基
本
法
八
条
の
保
護
を
弱
く
し
か
受
け
な
い
集
会
と
の
区
別
の
困
難
性
と

い
う
、
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
る
集
合
と
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
な
い
単
な
る
集
ま
り
と
の
区
別
の
困
難
性
と
ほ
ぼ
類
似
の
問
題
か
ら
逃

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
点
も
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
52
） 

Joh
an

n
es L

u
x, in: W

ilfried P
eters/N

orbert Janz 

（H
rsg.

）, H
andbuch V

ersam
m
lungsrecht, 2015, D

 R
n. 48.

（
53
） 

M
ax-E

m
an

u
el G

eis, in: K
arl H

einrich F
riauf/W

olfram
 H

öfl ing 

（H
rsg.

）, B
erliner K

om
m
entar zum

 G
rundgesetz, A

rt. 8 

（10. E
rg.-L

fg. Ⅸ
/04

） Rn. 18.

（
54
） 

W
olfgan

g H
offm

an
n

-R
iem

, V
ersam

m
lungsfreiheit, in: D

etlef M
erten/H

ans-Jürgen P
apier, H

andbuch der G
rundrechte in 

D
eutschland und E

uropa B
d. Ⅳ

, 2011, §
106 R

n. 48.

（
55
） 

H
offm

an
n

-R
iem

, 

（F
n. 54

）, R
n. 49.

（
56
） 

伊
藤
昌
亮
『
デ
モ
の
メ
デ
イ
ア
論
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
）、
小
熊
英
二
『
社
会
を
変
え
る
に
は
』（
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
）、
五
野
井

郁
夫
「『
デ
モ
』
と
は
何
か
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。

（
57
） 

実
際
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
様
々
な
形
態
の
「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
サ

ウ
ン
ド
デ
モ
」
一
般
に
つ
い
て
そ
の
集
会
該
当
性
を
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
六
二
〇
）
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